人は　どんな時でも　恋をする

　　　　　　　　　　　　　　　「女王の椅子」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　林　信之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-序-

　空が大地に呼びかけるように、雨がゆっくりと山頂付近の土を洗い流す。その自然の営みは、人が地上を歩く遥か以前から、飽きることなく続いて来た。 

「ちょっと、待って」

　雨上りの林道を三十路の女が、先を行く夫に向かって呼びかけた。夫の方は、腰に下げたトランジスターラジオから流れる音楽に合わせるように苦もなく登って行く。何度もこの山を歩いている夫は、先行きを全て承知しているのだが、初めて登る妻の方は、いつまで歩けば山頂に着くのか予想もつかず、ただひたすら夫の後を歩くだけだった。

　妻の声が聞こえないのか、夫は振り向きもせずに登って行った。重い足を引きずるように登って行く妻は、上を見る余裕もなくなり、目に写るのは自分の足が踏みしめる草や石ころだけ。

「おおい、着いたぞ」

　妻が見上げれば、それまで生い茂る木の隙間からしか見えなかった青い空が広がっていた。夫がいる場所まで登った妻は、周囲の山々が眼下にあることを知った。大きく伸びをした妻は、新鮮な空気を胸いっぱいに吸い込んだ。

「ああ、良い気持ち」

　昨日の雨が嘘のように晴れ上がっている。妻は、周囲をぐるりと見渡し夫に目をやると、赤い土から少し飛び出た黒い石碑の一部のようなものを手で探っていた。

「これ、これだよ」

　夫は、持ってきた小さなスコップで土を掘りはじめた。石碑だと思っていたそれは 、土を除いて行くと想像していたより薄い板のようなものだった。しかし、いくら掘っても板の全容は現れず、夫は半ば諦めたのか、スコップを置いて板の表面に付着した土を取り除き始めた。最初は、何もないと思われた板の表面に文字のようなものが掘られているのが分かった。

「うーん、なんだろう」

　夫は、板の文字を眺めながら首をひねっていた。妻が、少し離れていた場所で見てみると、それがカタカナのように見えた。

「カタカナみたいね」

「ああ、そうか。カタカナか」

「ええっと。アリ ト イ ノ チナガル ジョオウ ユウガオ カキシルシイカリ ト チル」

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　第一章

　　　　　一

　山に囲まれた遠瀬のクニは、少しの田畑と山猟師たちがもたらす獲物で暮らしを立てる質素だが平和な土地だった。

　この日、六つになったばかりのケンは、鹿狩りに出ることを父から許された。

ケンの役割は、高い木の上に登り、仲間やの鹿の動向を監視する役割だった。むろん、父が傍についている。

　さらにこの日は、食用の木の芽を取ると言って母まで付いてきており、二人が登っている木から少し離れた所で木の芽を取るふりをしながら息子の初めての狩を見守っていた。ケンは、初めての猟に落着かない様子で枝に座っていた。物音がするたびに、音の方に顔を向ける。

「ケン、今のは風。鹿なら、もっと大きく草や枝が動く」

　父の言葉に黙ってうなずいたケンは、また別の音に気を引かれた。

「おとう、さっきより大きい音。鹿か」

「いや、あれは人。おかしいな。あんなところ、誰もいないはずだが」

　背の高い草の間から、土地の者ではない衣装が見えた。

「おとう、よそ者か」

　父は、ケンの口を押えて小さな声で言った。

「しっ、声を出すな。あれは、帝の兵だ。三人いるな。わしは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(くら),蔵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(に),二)に知らせてくる。おまえは、かかに隠れるように言え」

　音を立てないように、静かに降りる父に次いでケンも、静かに降りようとしたのだが、初めて見る兵に恐怖を感じ足が震えた。後少しで地面に着くと思ったとき、足をかけていた枝が折れた。葉が揺れる音に反応した兵は、ケンが落ちたところに向かって矢を放った。その矢は、木の葉や草を貫きケンの左胸に突き刺さった。

「ケン」

　　　　　　　　　

　父は、ケンを抱きかかえたが、着物が真っ赤に染まり、父の袖を掴んだケンの指から力が抜け息を引き取った。そこに駆けつけた母にケンを渡した父は、木の幹に立てかけた槍を持つと矢が飛んで来た方向に大声を上げて走りだした。第二矢は、父の肩に刺さったが、それを力まかせに抜き槍を投げた。

　

　その槍は、兵の一人に突き刺さった。残った二人の兵は、刀を抜いて切りかかる。父は、腰に下げたナタで反撃したが、二人を相手に勝てるはずもなく斬殺された。それを見た母の叫び声が、山にこだまして鹿を追いつめていた猟師のイカリの耳に届いた。

　鹿を追うのをやめたイカリは、槍を片手にその声の方角に斜面を駆け降りて行った。そのイカリの槍は、通常の槍より短く切っ先が重く鋭い。並みの猟師は、獲物に接近し突き刺すのだが、強靭な肩を持つイカリは、離れた所から槍を投げ獲物を捕らえることができた

　ケンと父親が倒れている場所は、イカリがいた方角の風上にあたり、近づくほどに血の匂いが強くなって行く。二人の兵は、夫と息子の亡がらを前に泣き崩れていたシノを捕らえると、縄で両手を縛りつけ着物を剥がしはじめた。

「うるさい女だ」

　そう言った兵の一人が、シノの鼻を摘んだ。鼻を閉じられて、息苦しくなりシノが口を開けると、脱がされた帯が口の中に詰め込まれた。もう一人の兵が、半裸状態になったシノを地面に倒すと彼女の上にのしかかった。

　

　抵抗しようにも別の兵に手を縛られている。観念して目を閉じると、風を切る音と共にシノの上に乗った兵が叫び声をあげた。あたりに血の匂いが漂い、シノの上に倒れ込んだ。

　シノが目を開けて見ると、上に乗っている兵の背中に見覚えのある独特の槍が尽き刺さっていた。シノを抑えていた兵は、あわてて熊笹の中に飛び込み身を潜めた。

イカリは、シノに駆けよると死んだ兵から槍を抜き、兵を彼女の体から退け、縛られた縄を小刀で切ると、口に入れられた帯を取り彼女の着物に巻いてやった。

　そして、槍を持って生き残った兵が潜んでいる笹に向かって狙いをつけた。兵は、イカリの眼光に恐れをなしたのか、笹の中から這い出て山の斜面を転げるように降りて行く。逃げる兵の動きを読み、イカリが槍を投げると兵の背中に命中した。

　イカリは、兵が絶命したのを確認し、シノの所へ戻った。既に猟師仲間が数人集っていた。その中の首領らしい男に向かってイカリが言った。

「この兵は、尖兵だろう。本隊が近くいるかもしれないな」

　首領らしい男は、足で兵の遺体を蹴って言った。

「直ぐに蔵二に伝えたほうがよいな。猟は、やめだ。トシ、先に戻って蔵二に言え」

　一番若い猟師が、皆から離れクニに走りだした。後の者は、ケンとシゲの遺体を抱えて斜面を降りて行った。恐怖で声も出ないシノは、イカリに支えられながら一番後を歩いて行った。

　猟師たちが去った後、一人の男が木の上から降り、死んだ兵に残った槍の跡を調べ始めた。その男は、遺体を丹念に調べた後、三人の死んだ兵かの懐中から巾着を抜き取った。

　そして、山の斜面を駆け上がろうとしたとき、風を切る鋭い音が聞こえた。男はまるで猿のような身のこなしで飛び上がり、太い木の枝に捕まり、回転して枝の上に身を潜めた。

　男は、矢が飛んできた方向に目を凝らした。その瞬間、第二の矢が放たれた。矢は男の直ぐ傍に突き刺さった。男はその矢を掴み枝から飛び降りて言った。

「やの字、腕が落ちたのう」

　草むらから頭に組紐を巻いた、頭髪が半分白くなった老人が現れて言った。

「わざと外したのじゃ。天月、仏から銭を奪うとは落ちたものよのう」

　天月と呼ばれた男は、懐から巾着を取り出して老人に投げた。

「おぬしも、銭を目当てに来たのだろう。分け前じゃ、取っておけ」

　老人は、巾着を拾って言った。

「口止めの駄賃か。よかろう、もらっておく」

　天月は兵の遺体を差して言った。

「これは、おまえが仕込んだ技か」

「いいや、槍に細工をしてやっただけのこと。やつは、天性の名手かもしれん。おぬしも気をつけることだな」

　遠瀬のクニに、シゲとケンの亡骸が帰ると、不幸を知った長の蔵二が村人を集め待っていた。イカリが泣き崩れるシノを蔵二に渡した。蔵二はがっしりとした太い腕でシノを抱きしめた。

　そして、蔵二が後方で泣きながら様子を見ていた村の女たちを呼び、シノを彼女たちに託した。村人は、皆なにも語らず弔の準備を始めた。イカリもその準備にかかろうとたが、蔵二に家に来るように言われ、弔の作業から離れて蔵二と共に家に入って行った。

　

　蔵二が入り口のむしろを開けて、イカリを迎え入れた。土間に藁で編んだ丸い敷物の上に蔵二の妻ナナミが座っていた。ナナミは、イカリに干肉と酒を入れた瓢箪を渡した。蔵二は、ナナミの隣に座って言った。

「遠慮するな、おまえのおかげで我が妹の命は救われた。辱めもうけなかった。やつらは、帝の兵と聞いたが、まことか」

　イカリは、酒を一口飲み答えた。

「前に会った宇美の堂剣の手下とは着物が違おうた。剣も弓も立派なもの。あれは 、倉井のクニの者が作れるものではない。それに、一撃でケンを貫いていた。下っ端だったがまことの錬を積んだ者じゃ」

「それをおぬしは一人で倒したのか。やの字の言うことも、嘘ではないのう」

「弥平じいが、なにか言うておったのか」

　蔵二は、顎に手を置きイカリを覗き込むように見つめて言った。

「やの字は、おまえなら帝の軍勢に加わることも叶うとな」

　イカリは、しばらく蔵二の顔を睨んで笑いながら、

「はは、堅苦しいのはすかん。ここの暮らしが好きだ。蔵二もよう知っておるだろうに」

　ナナミは、蔵二の袖を掴んで言った。

「あんた、イカリにはユウがおる。イカリが都へ出ていこうもんなら、ユウが悲しむじゃろ。ちいとは、考えてやんな。」

　蔵二は、ナナミの腕を払いイカリの方へ身を乗り出して言った。

「なにもユウを捨てろとは、言うておらん。帝の軍に加われとも、言うておらぬ。ただ、おまえの腕がもったいないと思うてな。どうじゃ、都へ行ってみる気はないか。こ度の兵が、何をしに来たか探ることも必要じゃ」

　イカリが、干肉を一口噛り首を横に振り蔵二の申し出を断わろうとしたとき、家の外から蔵二を呼ぶ声がした。

「長、猿楽の一行が一晩休ませてくれと来ておる」

　蔵二は、立ち上がって答えた。

「猿楽とな。珍しいのう、ここへ通せ」

　最初に入ってきたのは、体格の良い男だった。その男の後に白い着物を着て、傘で顔を隠した女が入ってきた。

 「巳の天月と申します。これは、酉の夕顔と申して舞を得手としております」

　女は、天月の言葉に合わせて傘を取った。その顔は、掘りが深く高い鼻を持ち、色は小麦のようだった。そして、伏せていた目を開くと瞳が青い。

「夕顔と申します。長旅に疲れ、一夜の世話になりとう存じます」

　ナナミは、夕顔の青いに目に恐れをなしたのか、蔵二の後ろへ下がった。その蔵二もしばらく言葉を失い、夕顔から天月に視線を移して言った。

「我は、遠瀬の長である蔵二と申す。気づいておるだろうが、弔いが控えておる故たいしたもてなしも出来ぬが、それでも良いか」

　天月は、深々と頭を下げて答えた。

「お気づかいなど、不要でございます。この里での滞在をお許し願えれば、後は我らでなんなりと過ごします」

「一行は幾人おる」

「はっ、男三人女二人で」

　天月は、一宿の礼に弔いの楽を奏でると言い、蔵二もそれに同意した。天月は、この里の習慣を蔵二から習うため、しばらく蔵二の家に残ることになった。

　他の一行は、ナナミとイカリが鎮守に連れて行くとこになったのだが、イカリは、蔵二と天月の会話を全く気にしていないのか、膝を立て壁に寄りかかって酒を飲み続けていた。

　それを夕顔は、目を伏せたり横目で覗いたり。ナナミは、夕顔がときおり目を 伏せるのを見て、イカリの態度が気に入らないのではないかと、イカリを諭すために言った。

「これ、イカリ。もそっと、客人に気をつかわんか」　

　そう言われたイカリは、夕顔の傍に寄って言った。

「気がつかんかった。ほれ、遠慮せんと飲め」

　瓢箪をイカリから渡された夕顔は、瓢箪とイカリの顔を交互に見ていた。

「イカリ、なにをしておる」

　蔵二がそう言って叱ると、夕顔が口を手で隠しながら笑って言った。

「ほほほ、面白い殿方ですこと」

　イカリの無礼な行動に一同が緊張していたのだが、夕顔の笑顔によって蔵二もナナミも安堵の笑みを浮かべた。そして、夕顔はイカリから渡された瓢箪に口をつけた。

「なかなか良い酒」　

　夕顔は瓢箪をイカリに返した。

「そうか、口におうたか。これも食べるか」

　イカリは干し肉を差し出したのだが、夕顔はそれを一口食べた。しかし、夕顔の表情が暗い。

「ああ、それは口に合わぬか」

　イカリの申し出に夕顔は、首を横に振って答えた。

「見てのとおり、私の風貌は皆と違います。舞の姫として丁重な扱いを受けてまいりました。それに不足は、ありませぬ。しかし、イカリ殿のように友のような扱いを受けたことがうれしゅうて、目がかすみます」

「ああ、目が痛いのか」

夕顔の言葉の意味がわからずにいるイカリに天月が、

「この夕顔は、気味悪く思うこともなく、おぬしが酒や肉をくれたことがうれしく 、涙があふれそうだと申しておる」

「ふうむ。よくわからんが、喜んでくれたのなら、わしも嬉しい」

　蔵二は、イカリに夕顔と外で待つ残りの猿楽一行を鎮守に案内するように命じた外では烏帽子を被ったイカリより年上の男が二人。それに侍女の風体をした年長の女が待っていた。

「では、まいろうか」

　イカリは、先頭に立って村の外れにある社に一行を連れて進んだ。大股のイカリに歩調を合わせるように、夕顔は細々と足を動かしながらイカリの傍を付いて行った。

 その日の夜、シゲとケンの弔には、天月をはじめとする猿楽の一行が葬送の楽を奏で、その荘厳な音に長であるが故に感情を押えていた蔵二も、妹の婿と甥のために 涙を流した。埋葬を終えた蔵二は、村外れの竹林で里の者と天月たちに酒を振る舞った。イカリは、その宴から少し離れたところで酒を飲んでいた。

　一人二人と酔いつぶれる者が出はじめた頃、夕顔がイカリの傍に座り空を見上げて 言った。 

「今宵は、星が美しい」　

　イカリは、仰向けに寝転んだ。
「ケンは、幼いのに勇敢な子だった。初めての狩りだと言うのに、かわいそうなことをした。わしが、もっと早く駆けつけていれば助けてやれたのに」 

「イカリ殿のせいでは、なかろう。自分を責めないほうが。」 

「そのイカリ殿は、やめてもらえぬか。殿などと呼ばれるほど、立派な者ではない」 

　夕顔は、イカリと同じように寝転んで言った。 

「では、イカリ。一つ聞いても良いか」 

「ああ、なんでも聞け」 

「イカリは、珍しい名。なぜ、そのような名になったのですか」

 　イカリは、北の空を差して言った。 

「ほれ、あそこに山型の星があろう。北斗の向かい側じゃ。あれが、イカリボシ。わしのかか様が、わしを産んだときに小屋の隙から見えたそうな。それでイカリと言う」 

「そうですか、母堂がつけられたのですか」

「では、夕顔は違うのか」

　夕顔は、手を胸にあて答えた。 

「この名は、天月がつけた舞いの名。真の名は、誰にも言うておりませんが、イカリには言うて・・・イカリなら信じてくれよう」 

「誰にも言うなということか」 

「そう」

「わかった。一切洩らさぬ」 

「私の目は青い。曾祖父は、絹の道を渡り荒波を越えてこの国に着いたと聞いています。父も二つの名を持っていました。祖先から受け継いだ名と、この地になじむための名と。父は、遠い祖先の言い伝えから、私の名を付けた。この地でイカリボシと言われる星の名。真の名は、カシオペア」 

「おまえとわしは、同じ名だ言うことか」 　

　夕顔は、右手を上げて北の空に輝く北斗七星を指し、 

「北斗は帝車、天帝が乗る車。周りの星は、従者にすぎぬ」

 　そして、左手で北極星を挟み、対面にあるカシオペア座に向けて、 

「我らの星は、帝に従うていると見るか、対峙していると見るか、イカリ」 　

　イカリは、しばらく考えていたが、右手で北斗七星を掴む真似をして答えた。 

「わしに狩りを教えてくれた弥平じいは、北斗は熊だと申していた。ならば、わしは猟師。熊に従うことなどない」 

　夕顔は、イカリの拳をそっと両手で包むと自分の胸に降ろした。

「イカリ、また会えるであろうか」 

「明朝、出立か」

「都へ上がらねばなりません」 

　イカリは、立ち上がり夕顔の手を取って彼女の体を起こして言った。

「わしは、このクニから出ることはない。おまえは、また旅の途中に寄れば良い」 

　夕顔は、黙ってうなずいた。イカリは、彼女から手を放して言った。 

「夜もふけた。都までは、おなごには辛い道のり。もう、休むが良い」

　 夕顔は、返事をする代りに舞いながらイカリから離れて行った。見た事もないような早い動きの舞は、星明かりの下、白い着物の残像が幾重にも重なり、姿が見えなくなるまで、イカリの心を捕らえて放さなかった。

　夕顔が宿舎に戻ると、既に天月と楽士の一人が宴から戻っていた。夕顔は、二人の会話の邪魔にならないように静かに奥へ進み侍女の隣に横になった。楽士は、宴の酒盛りにまぎれ蔵二のことを探っていた。 

「お頭、あの耶麻の蔵二。大和守保昌様に仕えていたと聞き及びました」

　天月は、楽士を睨んで言った。 

「すると、武略に長けておると見ねばならぬ。だが、何故に山奥に潜み、たかだか 百六十人ほどの集落を守っておるのじゃ」 

　そこへ、もう一人の楽士が戻り、天月の傍に座り懐から紙を出して広げた。それは、大小の峠や川が書いてある地図だった。その楽士は、指で地図の上を何個所か 差して言った。 

「この里は、一つの村にあらず。十の村が点在し、それを統括しているのが蔵二 のこと。そして、この村々の猟師は、戦とあれば兵と変じる。総数、五百の軍勢となります」 

　その報告を聞いた天月は、腕を組み格子戸から見える酒盛りの火を見て言った。 

「地の利を知りつくした兵が五百か。木々が生い茂る斜面では、騎兵などなんの役にも立たぬ」

　

　黙って聞いていた夕顔は、天月の懸念に追い討ちをかけるように言った。 

「その兵は、熊をも恐れぬ。イカリが北斗を掴み、そう申しておった」 

「何のことじゃ、夕顔。北斗を掴むとは」 

「気にすることはない。酒の上のざれ言」 

　夕顔は、そう言うと天月に背を向けて眠った。 

　

　翌朝、蔵二に礼を述べた天月たちは、村人に見送られながら山道を登って行った。 しかし、その村人の中にイカリの姿がなく、夕顔は、ときおり振り向いて彼の姿を 探した。何度振り向いても、イカリの影すらなく村が見えなくなるとやっと諦めた 。 

　半時ほど登ったところで、天月は高い杉の木を見つけ、楽士の一人に登るように命じた。一番下の太い枝に飛びついた楽士は、回転して枝の上に立ち、次の枝に登り遠くを見て言った。 

「まだ、見えませぬ」

「も、そっと上へ登ってみよ」

　更に上の枝に登る楽士が、うめき声を上げ枝から落下した。頭から夕顔の上に落ちるかと思われたが、途中で落下は止まった。その足をには金属の罠が食いつき、 それに付いた荒縄で吊られていた。楽士が再び痛みを訴えると、体がずり落ちはじめた。もう一人の楽士が、落ちてくる楽士の体を支えた。天月は懐から短刀を出して縄を切った。

　　　　　　　　　　　　ニ

　朝の木漏れ日の中イカリは、ヤマツツジに向けて矢を放った。光りと影を切り裂いて飛んだ矢は、木苺の実が付いた細い枝を切断した。木の下の軟らかい草の上に実が落ちると、少し遅れて失速した矢がぽとりと落ちた。イカリは、落ちた実に目もくれずに弓を後ろに回した。

　彼の後方には、すみれ色の着物を来た若い女が数種類の弓を持って立っていた。彼女は、イカリから弓を受け取ると、それより短い弓を渡した。その弓を構えたイカリは、別の枝を狙った。放たれた矢は、狙いを定めた枝の下をかすめて違う枝に突き刺さった。外した枝を狙って次の矢を放った。その矢は木苺の実をかすめ枝を切った。イカリは更に矢を放った。イカリは弓を代えて次々と矢を放った。 

　放った矢は二十、落ちた枝は十五。イカリが矢を拾い集めだすと、女は弓を置いて落ちた木苺の実を篭に集めた。イカリが矢を全て拾うと、女が篭を持って嬉しそうに言った。

「ようけ、取れた。前は、この半分やった」

「この次は、もっと取ってやる」 

　イカリは、弓を抱え女が持っている篭を手に取って歩き出した。森の中を歩いて行くと、大きな倒木があり、そこだけが周囲より明るくなっていた。女は、篭から実を一つ取ると倒木に腰をかけ口に含んだ。イカリは、篭と弓を置くと腰に下げた竹筒から水を飲んだ。女が木苺をイカリに差し出したが、イカリの意識は別のところに向けられていた。

「食わぬのか」 

　イカリは、女の言葉を手で遮り、少し離れた薮に弓を向けた。イカリが弓を引くと、薮の中からうめくような声が聞こえた。

「う、撃つな。怪しいものではない」 

　イカリは、威嚇のために薮の手前に矢を放った。

「なにやつ、顔を見せい」 

　薮から出てきたのは、頭をまるめた僧侶だった。イカリは、弓を構えたまま言った。

「坊主が、ここで何をしておった。寺などここらには無い」

 　僧侶は、両手を広げて答えた。

「修行の旅の途中、盗賊に何もかも持っていかれた。ほれ、このとおり着ている物の他は何も持っておらぬ」

　僧侶は、そう言うとその場に倒れてしまった。イカリは、僧侶の傍に寄ると目を閉じて荒い息をしている。

「どうした。怪我でもしておるのか」 

　僧侶は、竹筒を差して言った。

「水をくれぬか」

 　イカリが水を与えると、

「ありがたい。もう、半月ほどになるが、ろくなものを食っておらぬ。歩くのも難儀しておる」

「なんじゃ、そうならそうと言えばよかろう。餓えた者は、撃たぬ」 

　イカリは、懐から干した芋を出すと僧侶に与えた。そして、女に向って言った。

「ユウ、先に戻って蔵二に伝えろ」 

　女は、うなずくと森の中をかけて行った。僧侶は、芋を食い終わるとイカリに言った。

「これで、しばらく腹が持つ。また、修行に戻れる」

「何も慌てることはない。今、村に知らせにやった。二、三日、休めば良かろう」

「いや、そこまで世話になると申し訳ない」

「かまわぬ。それに、その盗賊がどのような者か聞かせてもらいたい」 

　僧侶は、手を合わせ立ち上がったが、足元がふらついている。イカリは、腰からナタを抜き、木の枝を切り落とし小枝を払って渡してやった。それを杖がわりにして、僧侶はイカリと歩き出した。

「わしの名は、イカリ」

「観真と申す。先の弓の鍛練は、盗賊相手のためか」

「いや、盗賊など取るに足らぬ。わしが知りたいのは、おぬしを襲ったのが盗賊なのか兵なのかじゃ」

「何処の兵じゃ」

「それが知りたい。わしの村の者が、三名の帝の兵とおぼしき者に殺された」

「何故に三名とわかった」

「一人は、シゲが倒し。わしが、二人殺した。殺さねば、さらに死人は増え女が辱めを受る」

　観真は、歩きながら殺された村の者と三名の兵のために念仏をとなえた。遠瀬のクニには、まだ仏教は深く浸透しておらず、聞きなれない念仏にイカリは当惑しながらも、死者への弔いのためだと理解し黙って聞いていた。 森を抜けると村の男が二人、迎えに来ていた。イカリは、観真の難儀を村人に説明し、先ほど落とした木苺の実を取りに戻ろうとすると、観真がイカリに手を合わせて礼を言った。その言葉に振り向いたイカリは、念仏の礼として頭を下げた。イカリの視線が観真の足元に向けられると、足首に凝結した血を見つけた。

「動くな」

 　イカリは、観真に飛び掛かり押え付けた。

「観真、この傷はどこで受けた」

「何をする」

　イカリは勧真の衣を引き剥がした。観真の足には、傷が有った。

「観真どこで受けた。峠の杉に登ったのであろう。黙しておるのなら、生かして村を離れることは許さぬ」 

　観真は、イカリの尋常ではない言葉に恐れをなして答えた。

「腹が減り迷走し、道に迷うて、人里を探すために高い木を見つけたのじゃが、茂る枝に遮られ何も見えず。身を動かしているうちに罠にかかってしもうたのじゃ」 

　イカリは、観真を後ろ手に縛り村への道を歩きだした。遠瀬のクニを囲む峠には、戦に備えて各村を監視するための見張りの木が決められていた。そして、特定の枝に立てば全貌を見渡せるように周囲の木の枝を打ち払ってある。それを逆手に取れば、地形の全貌を見ることが出来るため、よそ者に見られないように、通常は罠をしかけてあった。 

　歩きながらイカリは、歓真の正体を探るために尋問をはじめたが、観真の口からでる言葉は、自分が旅の僧であると言うことだけだった。村に戻ったイカリたちは、ただちに蔵二に観真を渡し判断を仰いだ。村はずれにある牛小屋では、蔵二がひざまずく観真の前に立ちはだかり、剣を抜いて問い詰めていた。

「おまえの言うことは、全て嘘偽りとも思えぬ。僧侶とも思えぬが、朝廷の密偵ならば、もすこし上手く我らに近づくであろう。おまえが目指すものは何か。正直に申せば、命は取らぬ。目指すものと、おのれの命と引き換えにする価値があるならば死を選べ」 

　観真は、目を見開き睨んで答えた。

「そなたに屈して聞かせるわけではないが、そなたの眼力を信じて申す。策略に追われた真の帝を、正しき血筋を絶やさぬために使えておる。ここで朽ち果てるわけにはいかぬが、我が命取りたくば取れ。もとより、覚悟は出来ておる」 

　観真の話し終えると、蔵二は観真の首に剣を充て、

「ほう、そのような者が山中で何をしておった。」

「我と志を共にする者が二人、倉井のクニに参ったまま帰らぬ。我は、その者共の消息を確かめに倉井に向かったまでのこと。僧侶に姿を変え、忍びの旅であったが朝廷の追っ手に見破られ争った。返り討ちにと思うたが、三人を相手には勝てる算段もなく、不本意ではあるが使命のため逃れた」

「ようわかった」

　 蔵二が、そう言って剣を振り上げた。観真は目を閉じて覚悟を決めた。剣は、宙を舞い観真の後ろ手の縄を切った。手から縄が取れた観真は、目を開けて座りなおして言った。

「わしを信じるのか」

　 蔵二は、剣をさやに収めて言った。

「その追っ手は、弓を持った兵ではないか」

「さようじゃ、なに故知っておる」

 蔵二は、イカリを観真の前に立たせて言った。

「この者が、その兵を倒した。昨日の朝、この村の者が兵に殺された。そこに駆けつけた、このイカリが兵を一人で倒した。おまえは、敵の敵である、しばしのあいだ味方といたそう」 

　観真は、立ち上がりイカリの手を取って言った。

「さようか、一人でのう。親王に伝えその栄誉を受けられるよう手配いたそう」 　

　イカリは、観真の手を払い、

「人を殺めることは、栄えあることではない」　

そう言い捨て、小屋を出て行った。

　遠瀬十の村の中、最も西にある茜村は夜明け前の闇の中に眠っていた。静まりかえった村に聞こえる音は、風が木の葉をゆする音と小川のせせらぎだけだった。その沈黙を破ったのは、風を切る火矢の音だった。風上から牛小屋に打ち込まれた矢は、藁に火を点け一気に小屋全体を炎に包み、熱さと煙に追い立てられた牛は、小屋を打ち破り人家に飛び込んだ。

「次を放て」 　

　闇の中の声に続いて第二の火矢が、最初に牛が飛び込んだ家に命中した。

「よし、引け」 

　矢を放った者たちは、森を抜け山中へ身を隠し茜村を見ていた。牛が飛び込んだ小屋は燃え上がり、火の粉が風に舞い村に広がっていく。牛が飛び込んだ家から、子供を抱いた母親が飛び出した。その泣き叫ぶ声に、眠っていた村人が次々と家から出て来た。燃える家に集まろうとする村人を、村長が静止し離散するように叫んでいる。

　長の指示に従い方々に火災から離れていく村人の流れから、燃える家に向っていく槍を持った男が一人。そこへ、炎に追われた牛が飛び出した。男は、突進する牛を交すと牛の首に槍を差した。牛の動きが止まり、崩れるように倒れると燃える小屋と家も焼け落ちた。炎は、東の空が明るくなるにつれて色を失っていき、陽が昇るころには鎮火した。 

　火災の知らせが遠瀬のクニ全体に伝わったのは、その日の昼を過ぎた頃だった。茜村から届いた矢の破片を見た蔵二は、歓真にそれを見せて言った。

「これは、帝の兵が使うものと同じに見えるが」

　歓真は、焦げた矢を手に持ち矢尻についた炭を払うと衣の袖で磨いた。

「仕上げが悪い。これは、似て違なる物。盗賊では、ないかと」

「火を放っただけで、何も盗まれた物がない。これは、我らの動きを見るためのものと思われる」 

　歓真と蔵二の見解は、宇美の堂剣の仕業と一致した。本格的な進行の前の脅しであり、火付けは、防御態勢を偵察と、遠瀬のクニに恐怖を与えるため。

「蔵二殿、ここで慌てては向うの思うがままにやられてしまいますぞ」

「無論、直ぐに兵を連ねては来ないだろう。南、都に向かう道を重点に置いて見張りを置く」

「なるほど、騙されるふりをするわけですな」 

　蔵二は、都からの兵を警戒するようにクニ全体に指示を出した。そして、堂剣が仕切る倉井のクニに向けて歓真とイカリを派遣した。

　倉井のクニまでは、峠を三つ越えたところにあるが、イカリは敵に発見されるのを避けて山脈を迂回する道程を選んだ。この道を行くと通常の三倍の距離を歩かなくてはならない。山道に慣れたイカリは鹿のように身軽に山の傾斜を歩いていくが、都で生まれ育った歓真はイカリに付いて行くのがやっとだった。

「イカリ、待て」

　 疲れきった歓真は、倒木の上に座って水を飲んだ。イカリは、しかたなく足を止めて歓真の傍に戻って来た。

「大丈夫か歓真」

「ああ、少し休むだけだ」

「しっ」 

　イカリが槍を構えると、歓真も剣を抜いた。森の中から四人の獣の皮を着た男たちが、剣をかざして飛び出して来た。イカリが先頭の者に槍を投げると、胸に突き刺さりその者は倒れた。残った三人の男は、槍を失ったイカリめがけて突進して来る。イカリは、背負っていた弓を構えた。男たちの足が止まった。

　　男のうちの一人は、その場で伏せた。あとの二人は、左右に展開し木の幹をたどりながら歓真とイカリに近づいて来た。イカリは、伏せた男に矢を放つと弓と矢を置いて腰に下げたナタを手に持った。放たれた矢は、伏せていた男の背をかすめ足に刺さった。それを見た歓真が言った。

「これで、一騎打ちじゃ。こっちの男は任せろ」

「よし」

　イカリは自分に向って来る者に対して走り出した。背後では、歓真の剣と敵の剣が当る音が聞こえる。イカリの勢いに恐れをなした男は、あたりかまわず剣を振り回すが、無駄な動きが多くイカリは苦もなく切っ先を避ける。

「イカリ、こっちの男は倒した」 

　歓真の声が森に響くと、剣を振り回す男の動きが止まった。イカリがナタを大上段に構えて気合を入れた。その男はイカリの気合いに恐れをなして剣を投げ捨て逃げ行った。そして、イカリと歓真が足に矢を受けた男の傍によると、傷を押えたまま涙をこぼしていた。

「こいつ、まだ子供だな」 

　歓真はそう言うと、水で傷口を洗ってやると布を巻いて止血をしたが、まだ痛みに耐えて泣いていた。そこで、イカリは白い丸薬をその子に飲ませてやった。しばらくすると、泣き止み痛みも消えたようだった。立ち上がろうとする男にイカリが言った。

「まだ、立つな。痛みが消えただけだ。治ったわけではない。おまえ、年は幾つだ」

　その子は、もう一度横になって答えた。

「八つ。名は、サン。」

「わしは、イカリ。」

「わしは、歓真じゃ。盗賊にしては、弱腰だな」 

　サンは、身を起こしてイカリに言った。

「ロク、ロクはどうした殺したのか」

 　イカリは、遠くを差して言った。

「逃げて行った。他の者は、死んだ」

　それを聞いたサンは、ほっとしたような表情になり目を閉じて眠ってしまった。

「薬が効いてきたな。歓真、こいつをどうする」 

　歓真は、大声で叫んだ。

「ロク、聞こえるか。命は取らぬ。出てこい、サンはもう大丈夫だ」 

　すると、さっき逃げたロクが恐る恐る近づいて来た。歓真がロクに糒と水を与えてやると、泣きながら食べはじめた。一息ついたロクに歓真が、彼らが何者か尋ねると、ゆっくりとロクが話しだした。

　サンとロクは、兄弟でロクはサンより二つ上だった。山奥の六世帯ほどの小さな村で、ひっそりと暮らしていたが、ある日服従を求める堂剣一味に逆らったために焼き討ちにあった。村人は、全て殺され生き延びたのはサンとロクだけだった。そして、逃げる道中で二人組の盗賊に会い手下になった。

　イカリは、その話しを聞いて自分の矢から矢尻を離しロクに渡して言った。

「サンの傷は、直に治る。遠瀬に行くことがあれば、この矢尻を見せろ面倒をみてくれる。二人とも、盗賊など止めてしまえ」 

　イカリはナタと糒をロクに渡した。そして、倒した盗賊から剣を取り腰に差した。

「歓真、先を急ごう」

　 二人は、サンとロクを残して先を急いだ。

　夜明け前、イカリと歓真は倉井のクニを見下ろす山頂に立っていた。迂回する進路を通ったために、倉井から遠瀬や都へ続く道筋とは逆方向の場所だった。そのために全く無警戒とみえて、見張り台もなく、二人は苦も無く頂上に達した。山に囲まれたクニは、山沿いから中央の平地に向かって円を画くように家が並んでいた。

　その中央部には、立派な門構えの寺のように見える建物があり、門の直ぐ内側に灯かりを灯した小屋があった。歓真は、それを指差して言った。

「あれは、見張り番の小屋だな。おそらく、堂剣の住家だろう」

「変わった家だ」

「偽装だ。坊主のふりをして、取り締まりから逃れようとしているのだろう。イカリは、ここで待っていろ」 

　歓真は武器をイカリに渡し数珠を首から下げて堂剣の屋敷に向かった。イカリは、薮の中に身を潜め歓真の動きを目で追った。歓真は、門の前で見張り小屋に聞こえるように経をあげた。その声に小屋から二人の男が出てきて、歓真と言葉を交すと屋敷の中へ導いた。 

　歓真が通されたのは、小さな仏像を置いた板張りの仏間だった。しばらく、仏像の前に座って経をあげていると、若い僧侶が木製の碗に入れたキツネ色の団子のような物を運んできて言った。

「この寺で修行をいたしております西春と申します。ただいま住職は、留守をしております。昼には、帰ると思われます。少し休まれたら、早々に退散なさるが良い」

「早々に退散せよとは、どういう意味か」 

　西春は、歓真が僧ではないことを見抜いていた。そして、ここの住職も衣を着た悪党であることを歓真に説明した。

　その西春は、旅の途中この地に寄り堂剣の悪行を知り、かりそめの寺ではあるが、堂剣に殺められた者を弔っているという。

「西春殿、そなたは悪行を知りながら弔っているだけだと言うのか」

「私一人で何が出来ましょうか」

　 歓真は、数珠を振って西春の顔面を襲った。西春は、瞬き一つせずに歓真を見据えた。数珠は、西春の鼻先で止まり命中しなかった。

「なぜ、よけなかった。見切ったのか、動けなかったのか」

　 歓真の問いに、西春は軽く笑みを浮かべて答えた。

「心を読みました」

「心を読んだか。ならば、これもわかっているな」

 　そう言われた西春は、眼球だけを天井に向けてうなずいて言った。

「弔いもこれで終わりといたしましょう。歓真殿の真の目的は、いかなるものか計り知れませぬが、しばし共に闘うことになったようです」 

　そして、西春は衣に隠した短剣を歓真に見せた。歓真も隠し持った鉄の棒を西春にわかるように見せた。

「さて、西春殿。これで、失礼するとしよう」

　 歓真がそう言うが速いか天井の板が開き、二人の男が襲いかかった。歓真は、数珠を一人の男の目に当てた。西春は、もう一人の足を払い床に叩き付けた。

「歓真殿、こちらへ」

　 西春に導かれて屋敷の奥に進むと、隠し扉がありその中には弓矢と剣が隠してあった。歓真は合戦用の刀を腰に差し、矢を一本つかみ矢尻を取って懐へ入れた。西春は、柄が短い槍を持った。

　そして、隠し部屋から外に向かった。屋敷の裏から外に出たところで、数人の男たちが刀を振り回して襲ってきた。最初に襲ってきた男を歓真が倒した。西春は槍を頭の上で回転させ敵を振り払った。

　敵が引いたところで、二人は山に向かって走り出したが、更に人数が増えた敵に囲まれてしまった。

「歓真殿、しばし僧侶であることを忘れよう」 

　西春は槍を構えて敵に向かって行った。その西春の背後に回った歓真は、背後から攻撃してくる敵を切り倒していった。だが、人数が増えていく敵に二人の体力は限界に近づいていた。肩で息をする二人に向かって、敵の後方から弓をかまえた腕が立ちそうな男が言った。

「観念しろ、前に都から来た男たちの仲間だろう。生きてこの村から出られると思うな」

　 その男は弓を絞り、狙いをつけたが男の動きが止まり口から血を吐いて倒れてしまった。その背中には、歓真が忘れもしない矢羽根がついていた。更に次々と敵がイカリの矢によって倒れていく。

　組織的に鍛えられた者ではない敵の男どもは、その正確な射撃に恐れをなして逃げ出した。そして、イカリが二人の元に駆け寄った。

「あいつら、また追ってくる。今のうちに逃げよう」

 　歓真と西春は、イカリに付いて山の中へ入った。

「西春と申します」

「わしは、イカリ。おまえも坊主のふりをした兵か」

「いえ、元はそうでしたが今は仏につかえる身」

「そうか、よくわからんが蔵二が言う敵の敵のようだな」

　 三人は、追手をまくために南にある遠瀬へ向かわずに東に歩き出した。日が高くなるまで歩いたところで、西春が足を止めて言った。

「気配がする」 

　歓真と西春は、襲撃に備えて剣をかまえたがイカリは全く動じなかった。

「だいじょうぶだ。弥平じい、隠れてないで出てこい」 

イカリがそう言うと、薮の中から弥平がロクを連れて出て来た。ロクは、手に二本の短い槍を持っていた。

　 ロクは、負傷したサンを遠瀬に運んだのだが、火を放たれた茜村に続いて山吹村が襲撃されたことを知らせるために蔵二の命を受けて弥平と共にイカリたちを追って来たのだった。その襲撃は、茜村への威嚇的なものではなく本格的な攻勢と思われたのだが、明け方に突如として襲撃した者たちが退散して行った。

「また、焼かれたのか」

イカリが弥平とロクにそう言うと、ロクがうつむいて黙ってしまった。弥平は、ロクの肩を軽く叩いてイカリに言った。

「備えておったから、たいした被害はではない。だが、ユウの婆さまが山吹村にいるのは知っておるな」

「婆さまに何かあったか」 

　弥平は、イカリの目をまっすぐに見て言った。

「おまえが出ていったあと、ユウが山吹村に向った。襲撃されたとき、婆様をかばって矢を受けてしまった」

　 イカリは遠瀬に向って走ろうとしたが、それを弥平が止めた。

「慌てるな、イカリ。気持ちはわかるが、すでに息たえておる。蔵二の指示は、おまえたちは堂剣の手の者を引き付けておけ。ということだ」 

　事情を察した西春は、ユウのために経を上げた。イカリは、経が響く中ひざまずき涙を流しながら拳で地面を叩いた。西春の声が森の中へ染み込むように終わると、歓真と弥平がイカリを立たせた。悲しみを堪えて立ち上がったイカリは、ロクが持っている槍を掴んだ。すると西春が、

「右斜め後ろ二人だ」 

　イカリは、西春が言った方向にある薮に向って槍を投げた。それと同時に一同は、別方向に別れて剣を構えた。イカリが放った槍は、隠れていた者の足を貫通しもう一人の着物の端を捕らえた。刺された者は、痛みに大声を上げたがもう一人は恐怖に立ち上がることが出来ず、その場に座り込んでしまった。イカリは敵のとどめを差すために敵に近寄ろうとしたが、歓真と弥平がそれを止めた。

「なぜ止める」

　 歓真は、イカリの体を押えつけて答えた。

「殺してはならん。生かしておけば、われらの行く方向を堂剣に伝えるだろう。そうすれば、敵を引き付けることが出来る」 

　イカリが体の力を抜くと弥平も歓真も手を放した。

　

　そして、歓真は懐から堂剣の屋敷から持ってきた矢尻を弥平に渡して言った。

「これを蔵二に渡してくれ、茜村を襲った者は間違いなく倉井の者だと」　

　弥平は、矢尻を帯びの中へしまいサンに言った。

「わしは、遠瀬に戻るがおまえはどうする」

 　ロクは、イカリと弥平を交互に見て答えた。

「サンの傷は、じきに治る明日には歩けるようになる。わしは、イカリと行く。サンには、後で追って来いと伝えてくれ」

「それは良いが、どうやって行くところをサンに伝える」 

　ロクは、東を指差して答えた。

「ここらか先、叡山までイカリが倒した盗賊の隠れ家がいくつかある。そこを伝って行くと言うてくれ」 

　弥平と別れた一行は、ロクの先導で山に入って行った。日が暮れる頃、滝が有る場所に至った。その流れに沿って蔦に見せかけた縄梯子がある。滝が落ちる断崖を登って行けば、木の枝で隠された小屋があった。

　そこで一夜を過ごした一行は、夜明け前に出発した。次の隠れ家まで行く間、ロクとイカリは交互に高い木に登り追手の姿を探した。その日、昼前に隠れ家についた一行は、追手を少し待つことにした。

　

　その隠れ家は、峠の近くにあり山の裾野まで見える。 ここまでの足跡を残すために、歓真はときおり草を焼いていた。うまく行けば、敵がそれに沿って追ってくる。

　それは、そのとおりになった。

「来た」

　 隠れ家の屋根に登っていたロクが、イカリたちに向って言った。

「大勢いる」 

　イカリが弓を持つと、歓真が囲炉裏に火を点けて言った。

「まて、闘うことはない」 

　歓真は隠れ家にあった灯かり用の油を屋根にいるロクに渡した。

「屋根に撒け。撒いたら降ろ」 

　ロクは、言われるままに油を屋根に撒き、屋根から降りた。そして、歓真が囲炉裏から端が赤くなった木切れを持った。イカリたちは隠れ家の近くにある茂みに身を潜めて敵が小屋に入って行くのを待った。小屋から立ち上る煙に誘われた敵は、入り口を蹴破ると外に見張りを一人置いて数人が中に入って行った。

歓真は、矢に布を巻きイカリに渡した。それを受け取ったイカリが弓を構えると、歓真が矢に火を点けた。

　火矢は、小屋の屋根に刺さり燃え上がった。外にいた見張り番は、矢が飛んで来た方向を差して叫んだが、薄い板で出来た小屋は一気に燃え上がり、中にいたものは逃げるのがやっとだった。

「しばらく、追って来れまい」

燃える小屋を後にして峠を超えた一行を待っていたのは、怪我が治り元気になったサンの姿だった。イカリは、サンに向って言った。

「もう、追いついたか」

 　サンは、足を叩いて答えた。

「すっかり治った。足の速さでは、誰にも負けん」

 　ロクは、サンの肩を抱いてイカリに言った。

「こいつは、村一番の早足」

 　それを聞いた歓真が、

「仲間が増えたのは心強いが、この先は帝の兵がおるかもしれぬ。サンとロクは、遠瀬に戻れ。ここまで、良くやってくれた」

 　

　イカリは、剣を抜いて歓真に言った。

「どこまで逃げる。ここで迎え撃てば良かろう。サンもロクも剣が使えぬわけではない」

　ここまで黙っていた西春は、サンとロクを見比べて言った。

「闘うにはサンは小さすぎる。このまま都に出て、身を隠したほうが良い。敵を引き付ける使命は、もう十分に果たした」 

　イカリは、ユウの仇を討ちたかったのだが、サンとロクのことを考えて言った。

「都で隠れるようなところがあるのか」 

　西春は、数珠を手に持って答えた。

「人は、人の中に隠せと言う。私に任せなさ。」 　

　歓真は、西春と並んでイカリに言った。

「仇は、また後で討てば良い。この幼い者を巻き込むことはない。良いな、イカリ」 

　イカリは、剣を鞘にしまって言った。

「わかった。二人を都に送ったら、すぐに戻るからな」  

　

　　　　　　　　三

　峠を降りた四人の前に、日の光りを受けて輝く川が東から西へ清らかな水音を立て流れていた。イカリは、その水に手をつけると川下をじっと見つめた。この川に沿って下れば、遠瀬に辿りつく。黙っているイカリの傍で、サンとロクが瓢箪に水を入れていた。その音に気がついたイカリは、我にかえり顔を水で洗い上を見た。芹生峠に続く道を歓真と西春が進んでいた。

　芹生を越えれば、鞍馬まで一気に下る。 歓真と西春が先を行き、サンとロクを後方から支援するようにイカリが山道を登っていった。昨日からの戦闘が嘘のように山は静かに四人を迎えた。北斜面は日差しが弱く、木漏れ日に浮かぶ夏草も眠っているかのようだった。その平穏な風景に水を差したのは、先を行っていた西春が見つけた焚き火の跡だった。

　そして、そこから峠に向かって何かを引きずった跡がついていた。それを追っていくと、烏帽子が落ちていた。それを拾った歓真は、西春に向って言った。

「帝の兵のものだ。この先にいるかもしれぬ」

　西春は、東を差して、

「ここは、迂回しよう。花背を越え百井から叡山の裾を抜ければ、私が修行のために暮らしていた里がある」

 　それを聞いていたサンが、つらそうに言った。

「そこは、遠いのか」

　西春が笑顔で答えた。

「心配するな、峰を歩いて行くのだから、さした登りでない。そこまで行けば都はすぐだ」 

　歓真は、それが不服なのか腕を組んで言った。

「そこに二人を預かってくれるような所があるのか」

「心配いらん。一乗寺に兄弟子がいる。わけを話せば、わかってくれる」

「ならば、良いが」 　

　イカリは、
「他に道はなかろう。このまま行けば、帝の兵と一戦交えるかもしれぬ」 

　そう言うと、サンとロクを従えて花背峠に向って歩き出した。 蒼天の下、峠に辿りついたイカリの眼下に広大な湖の姿があった。湖の向こう岸から続く霞む遠方の山脈の彼方、山頂が白くなった山が見えた。

　イカリが知っている山の姿は、山頂が尖り大地の皺のように入り組んだ地形だったが、その白い山の頂は切り取ったように平らに見えた。イカリが見た事もない風景に見とれていると、歓真が横に並びイカリの視線を南に向けるように手を伸ばして言った。

「あれだ。あれが、都だ。イカリ」 

　イカリの目に映ったのは、竜のように盆地を流れる川に沿い豆粒のような家が並んでいる光景だった。都は傍で見れば大きいのだろうが、イカリの視界いっぱいに広がる湖と遠くに見える白い山の神々しさに比べれば無に等しい。華やかで美しいと聞いていた都の姿は、遠瀬の山々にすら劣る小さな存在だった。

「先を急ごう」 

　西春の声に一同は、峠を降りて行った。叡山の斜面を横切るように半日進すむと、夏草がうっそうと茂る野の中に寺の門が見えた。西春は、他の者を残して一人寺に入って行った。半時ほど待っていると、西春と老齢の僧侶を連れて戻ってきた。老齢の僧侶は、観真に向かって言った。

「わけは、西春から聞いた。もう日が暮れる。詳しい話は明日にして、食事を取り休まれるが良い。西春、あちらへ案内してあげなさ。」 

　西春が一行を連れて行ったのは、本堂から少し離れた小さな庵だった。既に灯かりが灯り、粥の香りが漂っていた。空腹を我慢していたサンとロクは、戸を開けるなり粥が入った鍋の蓋を開け木の椀に注ぎかき込んだ。

　空腹を満たしたイカリたちは、緊張の連続から開放されて、壮絶な逃走を笑いを交えながら話しあった。ロクがナタを構えたイカリが、鬼のように見えたと言うと、イカリは本当に殺す気などなかったと答えるた。サンがどうして殺す気がなかったのか尋ねた。

「おまえたちは小さい、獲物は太らしてから取るほうが良い」

　と、イカリが笑って答えれば歓真が、

「それでは、まことに鬼ではないか」

　と言って笑った。しばらく談笑していると、庵の外に人の気配。イカリは戸を開けるた。薄暗がりに白い布が浮かび上がった。

「夕顔」

「聞き覚えのある声がしたので、覗きにまいりました。無礼をお許し下さい」

「かまわん、遠慮するな入れ」 　

　夕顔は、首を横に振った。
「今宵は、これで帰ります。この先に大きな松の木があります。夜明けにそこで」 

　そう言って素焼きの徳利をイカリに渡し、は闇の中へ消えて行った。イカリが中に戻ると、西春が言った。

「酒か。他にも客人がいると聞いたが、気がきく客人だったようだな」

 　酒を飲みぐっすりと眠ったイカリを起こしたのは西春だった。

「イカリ、起きよ。夜が明ける」 

　目を開けてたイカリは、ぼやける西春の顔を見て言った。

「聞いていたのか」

「そのことは、どうでもよい。早よう行け。場所はわかるな。門を出て左だ」 

　イカリは、他の者を起こさないようにそっと寺を出た。しばらく歩いて行くと、大きな松の下、夜明けの青い光りの中に浮かび上がる夕顔の姿があった。イカリの姿をとらえた夕顔は、しなやかに伸びる細い腕をいっぱいに広げた。 そして、夕顔の両手が弧を描き頭上で合掌すると、朝日が差し込み彼女の姿が光りの輪に包まれた。その輝きに魅せられたように、イカリが前進すると光りの輪が消えた。

　夕顔が近寄るイカリに向って物を投げた。イカリは立ち止まって身構えた。夕顔が放った物は、輝く小さな円盤だった。

「鏡か」

　鏡を受け止めたイカリは、少し位置を変え夕顔に向って光りを当てた。朝焼けの淡い光が夕顔を包んだ。彼女の肌は淡い橙に染まった。

「こちらへ」 

　夕顔は森の中に走り出した。イカリがその後を追って行くと、微かに水が流れる音が聞こえてきた。深くなっていく森に夕顔の姿が消えた。イカリが水音を頼りに進むと、白い砂地を横切る清水の流れがあった。夕顔は、倒木腰を下ろして素足を水に漬けていた。イカリは、夕顔の横に座り、手で水をすくって飲み込んだ。すると夕顔が足を動かしてイカリの顔に水をかけて笑った。

「顔を洗いなさい。あとで髭をあたってあげます」

「髭をどうすると」

「都に入るのに、その面では笑われます。せっかくの良い男が台無し」

「そんなものどうでもよい」

「よくない、私の連れらしくしてもらいます」 

　夕顔は、懐から絹の手拭いを取り出し、水に浸してイカリの顔を丹念に洗ってやった。そして、髭を短刀で整えてやった。

「ほう、これで良くなった」 

　そして、夕顔はイカリの手を取って言った。

「しばらくは、遠瀬に帰れぬ身と聞きました。都に入れば、あなたを気にするものなどおりません。クニに帰れるようになるまで私に身を任せては」 

　イカリは、手を握り返して答えた。

「そうもいくまい。追われる身のわしを匿うと、おまえまで危害が及ぶ」

「では、半日だけ私について来て下さい。見せたいものがあります」

　イカリは、夕顔に案内されて都へ入った。話しに聞いていた都は、活気に溢れ行き交う人々は華やかな衣装に身を包み年中祭りのようだと。確かに人も多く騒がしいが、妙に鼻につく臭いに心を乱されていた。眉間に皺を寄せて歩くイカリに夕顔が言った。

「行き倒れの遺骸の臭いです」

 　夕顔が指差した先には、何体もの遺体があった。

「都は、病んでいます。政をつかさどる高貴な方たちは、この世よりあの世に関心があり、現世をかえりみず極楽を夢見ておられる」

「歓真が末法とか言っていたが、このことだったのか。歓真は、これを救おうとして闘っていると言っていた」 

　夕顔は、イカリの目を見て言った。

「歓真、あの男はあなたに良くないことをもたらします。あまり関らないほうが」

　イカリは、夕顔の肩に手を添えて、

「心配するな。深入りする気はない。わしは、遠瀬の平穏を思っているだけだ」

 　夕顔は、イカリの手を掴むと歩き出した。

「さあ、こっちへ」 

　言われるままについて行くと、物売りの声が聞こえてきた。頭に篭を乗せて歩く女。鋤や鎌などを売る店。見た事もないような装飾品の数々。イカリの目に止まったのは、弓の柄が入った巻き物だった。それを手に取り紐解いた。それにには、弓の絵が描いてあり、後は読めない文字ばかり。

「読めるの」

 　夕顔の問いに首をふって、

「いや、字は読めんが弓が描いてある。この弓は、変わった形だ」

「皮と竹を合わせてあると書いてあります」

「夕顔は、字が読めるのか」

 　夕顔は、店の者に代金を渡してイカリに言った。

「後でゆっくりと読んであげます。」 

　二人が並んで歩き出すと、叫び声が聞こえ数人が走る音が響いてきた。獣の皮を着た男が綺麗な柄が入った箱を抱えてこちらに向っている。その後ろから、剣を抜いて追いかける男が二人。

「なんだあれは」

「盗人でしょう」　

盗人は、鍛冶屋に飛び込むとナタを持ち出して追手を待ち構えた。追手の二人は、立ち止まり盗人と向かいあった。

「盗人の方が強いな」

 　夕顔はイカリの袖を掴んで言った。

「あの二人、殺されてしまう」 

　盗人が大きな声を上げて、追手の一人を襲った。襲われた者は、反撃する間もなく倒された。残った一人は、後ずさりながら尻餅をついてしまった。

　盗人が腰を抜かして震えている男にナタを振り下ろそうとしたとき、奇麗な着物を着た若い女がその背中に飛び掛かった。意表をつかれた盗人は、手にもっていた箱を落としてしまった。女は、その箱を取り上げてイカリがいる方向に走ってくる。そして、イカリの背後に隠れた。

「下がっていろ」 

　夕顔と女にそう言ったイカリは、腰から剣を抜いて構えた。怒りに顔を真っ赤に染めた盗人が、イカリに立ち向かってきた。盗人が大上段からナタを振り下ろしたが、それは空を切り地面に突き刺さった。イカリは、そのナタを足で踏み剣の柄で盗人の顔を殴った。鼻を折られた盗人は、血を流しながらうずくまった。イカリは、腰から紐を出し盗人を縛り上げた。

　イカリが足で盗人を押さえて立ちあがると、周囲に人垣が出来ていた。その背後から、検非違使と思われる怒鳴り声が聞こえる。夕顔は、面倒なことになることを恐れてイカリの手を取り、人の波を分けながら検非違使の声と反対の方向に出て行こうとしたが、イカリの大立ち回りに驚嘆と賛辞をかける群集に邪魔されて思うように進めなかった。

「お願いです。通してください」

　夕顔の声は、ざわめく民衆の声にかき消され、誰も道をあけてくれなかった。イカリにとっては、これほどの人間に囲まれた経験がなく、どうして良いのかも分からなかった。統制の取れていない群れほど怖いものはない。イカリの猟師としての経験から、この状態が危険であると感じていた。対処方がない場合、取る手は一つ。

「夕顔、逆らうな。流れに任せたほうが良い」

「このままでは、イカリも検非違使庁に連れていかれ面倒なことになる」

　イカリは、押し寄せる人の波から夕顔を守るように彼女を抱き寄せて、

「氾濫する川を逆流するようなものだ。荒れる川は、必ず静まるときがくる」

　夕顔は、うなずきイカリの体にしがみついた。二人がじっとしていると先ほど助けた女が、検非違使と共に人波をかき分けて近づいてきた。

「静まれ、道をあけろ」

　検非違使は、イカリと夕顔の顔を交互にみながら言った。

「おまえか、人殺しの盗人を捕らえたのは」

「そうだ。わしが捕まえた」

　検非違使は、女を指して、
「本来なら、おまえにも事情を聞かねばならぬが、このEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しょうし),章子)様の大事な用のために供を申し付ける。知ってのとおり、警護の兵が倒されてしまった。この章子様が、おまえはかなりの腕前と申されておる」

　イカリが返事に困っていると、夕顔が代わりに答えた。

「高貴なお方の供とあれば、謹んでお受けいたします。この者、無粋なかっこうではありますが、正義に厚く強力無双にございます」

　検非違使は、何度もうなずき群集に向かって声を張り上げた。

「騒動は終わりだ。皆、立ち去れ」

　そして、検非違使は剣を振りかざすと群集が散っていった。章子は、イカリに手招きをして言った。

「私に付いて来てください」　　　

　イカリが章子の横に並んで歩き出すと、夕顔が二人の後ろから付いて行った。東市から朱雀大路に入り北へ向かえば、正面に大内裏の朱雀門が見える。一乗寺から都へと歩く途中に見た屋敷にあった門も立派ではあったが、大内裏の荘厳な門とは比較にならず、その懐の深さにイカリは直感的に帝の存在をその中に認めた。言葉にならない畏怖を感じ、ふと後ろにいる夕顔を見ると、その向うに朱雀門同様の大きさでありながら、どこか敵意を感じる羅城門がイカリを見つめていた。あの門の外には、何かがある。猟師の感なのか、イカリ自身にもわからなかったが、獣が発するような匂いがする気がした。　　

　朱雀門の傍まで来ると、烏帽子に狩衣を着た見るからに屈強な男たちが数人、大路を横いっぱいに広がりイカリの前に立ちはだかった。その中で一番大きな男が、イカリを睨み付けて言った。

「その女をどこへ連れて行く」

　イカリは、その男を睨み返して答えた。

「道をあけろ」

「ほう、あけろ。とな。通れるものなら、通ってみよ」

　背後の男たちが、イカリを指差して笑いだした。そして、その中から小柄な男が一人、前に出て大きな男の肩に触れて言った。

「面白い、このEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ほて),最手)を相手に道を開けろと言うのか」

　イカリは、小柄な男の言葉を無視して前に進んだ。その男の横を過ぎようとしたとき、イカリの腕を最手と呼ばれた男がつかみ、怪力でねじ上げようとした。イカリは、最手のみぞおちに膝を入れた。最手は、息が出来なくなり腹を押えて倒れた。他の男たちは、一撃で倒された最手の姿に驚き立ちすくんでいる。

「行こう。」

　イカリは、章子と夕顔の手を引き立ち去ろうとすると、背後から男たちが声を高くして怒鳴った。

「まて、打ち逃げとは卑怯な。勝負しろ」

　イカリは、進みながら振り向いて答えた。

「今、大事な用がある。それが終われば、相手をしてやる」

「そのまま逃げるつもりか」

「ならば、ついてこい。」

　そのやりとりを見ていた章子は、イカリの袖を引き笑顔で言った。

「あの者たち、ついてくれば二度と手を出す気にならないでしょうよ」

「ともかく、早く用をすませよう」

　イカリはそう言い平然と歩きだすと、男たちの中から二人、後をついてきた。朱雀門から東西に伸びる二条大路に入ると、立派な屋敷が立ち並び、警護の兵があちこちに立っていた。

章子は、ある屋敷の門の前で止まると門番に命より大切にしていた箱を見せた。門番は、人目見ただけで章子を屋敷の中に入れた。そして、章子は振り向き門番に命じた。

「その二人は、警護の者です。入れてやりなさい」

　門番が夕顔とイカリに中に入るよう指示し、後ろからついて来た男たちに立ち去るように言うと、

「わしらは、その男に用がある。ここで、待たせてもらおう」

　門番は、いきなり剣を抜いて男たちに言った。

「ここを何処と心得る。小一条院、三条天皇第一の皇子、敦明親王の屋敷である。おまえたち、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(すまひ),相撲)人であろう。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(すまひの),相撲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せちえ),節会)を前に騒動を起こせばどうなるか、良く考えることだ」

　最初は、挑むように門番を睨み付けていたが、この屋敷が彼らの手の届かない親王のものであることを知り、その態度は一変し門番の言葉に従い小走りで立ち去った。章子は、門から建物に入る前にイカリと夕顔に言った。

「お二人は、あちらへ」

　章子が手で指した方向に行こうとすると、彼女の姿が邸内に消えて行った。イカリと夕顔が進んで行くと、簡素ではあるが手入れの行き届いた庭だった。夕顔は、イカリの腕に自分の腕を絡みつけ、肩を寄せてその美しい庭に見とれていた。

「おお、そのほうたちか」

　建物の廊下から聞こえた声に振り向くと、綺麗な着物を来た年配の男が立っていた。夕顔は、その場に座り両手を地面につけて頭を下げた。イカリは、その意味がわからず立ったままだった。

「イカリ、すわって頭を下げて」

　夕顔に言われたとおり、イカリは座ろうとしたが、その後どうすれば良いのか分からずに困った顔で夕顔に言った。

「どういうことだ」

　それを見ていた年配の男は、笑いながら言った。

「作法が分からぬなら、これから覚えれば良い。さあ、もっと近くへ」

　夕顔とイカリが男の傍に寄ると、男は金糸の入った小さな袋を差し出した。

「盗賊を捕らえてくれたそうだな。小一条院もたいそう喜んでおられ、ほうびを取らせるようにと申されている」

　男は、廊下から手を差し出してイカリに渡したが、その小さな袋を持ったイカリは、それを振ったり透かしたりしていた。

「それには、一月遊んで暮らせる程の銭が入っておる。遠慮なく取るが良い」

 イカリは、包みを開けて答えた。

「そんなものは、いらぬ」

　 そう言って突き返すと、

「銭はいらぬと申すか。では、なにが欲しい」 

　イカリは、夕顔が買ってくれた巻き物を出して言った。

「これを読みたい」

「なんじゃ、そのようなことで良いのか」

 　男が巻き物を開いて、端から読み上げると、

「違う。読んで欲しいのではない。読めるようになりたい」

　イカリの予想外の言葉に、夕顔の顔が青ざめていく。男は、頬を膨らませイカリと夕顔の顔を交互に見比べながら、指で膝を叩きながら考えていた。男の苛立ちを察した夕顔が、

「申しわけございません。今朝、都についたばかりで作法も知らぬ者。どうか、先の功績に免じてお許し下さい」

　イカリは、夕顔の心配をよそに男を睨んでいた。長い沈黙の後、男は膝を軽く叩いて言った。

「わかった。なんとかしよう」

 男は、奥の者に何か指図すると、章子が紙と筆をもってきた。それを受け取った男は、書きながら、

「ここで教えるわけにはいかぬ。どこかの寺に入るの良いが、僧になるような者でもなかろう。西市の外れに元相撲人の成村という変わり者がいる。その者にこの文を渡せ」

 　イカリは、渡された手紙を手に取って言った。

「なんと書いてある」

　男は、イカリの肩を叩いて、

「それが読めるようになれば、また来るが良い。銭より学を取るとは、面白い男じゃ。」　

　そして、男はイカリが返した袋を夕顔に渡して言った。

「名はなんと申す」

「私は夕顔。これは、イカリと申します」

「そうか、なかなか似合いの二人じゃ」

　男は、立ち上がると廊下をゆっくりと歩いて姿を消した。章子は、手を口にそえて夕顔にイカリに聞こえないように耳打ちをした。そして、立ちあがるとイカリに笑みを送って去って行った。

「さあ、帰りましょう」

　イカリは、夕顔に言われるままに門を目指して歩き出した。そして、門を出ると夕顔に言った。

「ああ、銭とはなんじゃ」

　夕顔は、最初驚いたが笑い出して答えた。

「なんと銭を知らぬと」

「おかしいか」

「いえいえ、ではこれからゆっくりと教えて差し上げます」

　夕顔は、イカリの横顔を時おり覗き、章子に耳打ちされたことを思い出して得意げに歩いていた。章子は、イカリのことを猟師姿に隠れて分かりにくいが、良く見れば源宰相頼定の君の若い頃を思わせるような顔立ちだと言っていた。

　頼定の浮名は、宮中に縁のない夕顔でさえ知っていた。夕顔は、イカリの顔から無精髭を取り整った髪型を想像して密かに楽しんでいた。朝廷の命を受け遠瀬に探りを入れるための旅。天月が指示するとおりに仕事を済ます。衣食住の全ては、十分に足りていた。夕顔のような小娘が、通常手に入れることが出来ないような着物や髪飾りも求めれば天月が調達してくれた。そして、それに十分に満足していた。しかし、遠瀬での任を終え褒美をもらったとき、今までのような充足感を得ることが出来なかった。

　たった一夜、わずかな時を過ごしただけだったが、これまで感じたこともない満ち足りた気分だった。そして、遠瀬を後にした直後から、また会えることを望んでいた。しかし、会いたい時に会える身分ではない。満ち足りた気分は、その充足感ゆえの寂しさを与える。そんな時、天月から指示されたこと、

「イカリを監視せよ」

　イカリの兵としての素養を天月が高く評価していた。しかし、本人は全く意識せずに生きてきたのだろう。腹を満たすために狩をし、自分とその身内を守るためにだけ戦う。悪名高い堂剣の追っ手を振りきるほどの力量がありながら、今傍にいる彼からは殺気さえ感じられない。

　それは、権力や領地の奪い合いに身を置く兵ではなく、純粋に生存のために戦う者であるからかもしれない。敵意なき者には、きっと攻撃を仕掛けないのだろう。満腹のときは、どんな野獣も餌になる小動物を襲わないのと同じことなのかもしれない。

「あんな田舎者の監視が必要か」　

　夕顔がそう天月に問うと、

「都がやつを変える。男なら欲が出る。必ずな」

　イカリに会えるうれしさと裏腹に、彼が権力闘争に巻き込まれて欲しくない。

「あれに、そのような欲が芽生えるでしょうか」

　遠瀬を後にしたとき、こうも早く再会できるとは思いもしなかった。天月に反論しながら、夕顔の小麦色の頬が少し赤くなっていた。

「ともかく、やつに都を見せてやれ」

　都の西へ向かって行くと、寂れていく右京の荒れ野が広がる。イカリは、突如足を止めた。

「腹がすいただろう」

　そう言うとイカリは、荒れた畑の中にあった木に登った。まるで猿のようにするすると登っていく。イカリは、枝から青い芽を次々と取り下にいる夕顔に投げた。夕顔の両手一杯になったところで、イカリは木から降りてきた。

「木の上から見たのだが、向うの森の中に小屋がある」

　イカリに言われるままについていくと、使われなくなった農家があった。イカリは、囲炉裏に火を灯すと木の芽をすり鉢ですりはじめた。十分に粘りが出たところで、イカリは囲炉裏に鍋をかけ、小屋に残っていた油を入れ、温まったところにすりつぶした実を入れた。

「良い香りだこと」

　夕顔は、椀と箸を用意した。

「よし、もう良いだろう」

　イカリは、鍋から揚げ団子を取りだし二つに分けて、

「さあ、食おう」

　夕顔は、それに口を付けて、

「この前の酒に今度もまたご馳走になりましたね。」

　イカリは、口の中で熱い揚げ団子を転がしながら、

「はは、遠慮するな」

「では、遠慮なく」

　団子を口に入れた夕顔は、口を半分開き、

「ちょっと、これは」

「無理するな、吐き出せ。都育ちの口に合わないか」

　夕顔は、口を押さえて外に飛び出し、井戸まで走った。水を汲み口に入れると、団子を水と供に吐き出した。

「良い物があった。ここで、しばらくまっていろ」

　夕顔が振り向くとイカリが、ヤスと魚篭を持って立っていた。夕顔が返事をしようとしたが、既にイカリはヤスを肩に担ぎ、深い森の中へ走って行ってしまった。

「狩などしなくても・・・」

　夕顔の声は、少し西に傾いた陽が作る光の帯びと影を抜けていくイカリに追いつけず、深緑の懐に吸い込まれた。イカリにとって食物を自分で獲ることは日常であり、銭や持ち物と交換することなど思いもよらないのだろう。

　夕顔は、もう一度水を汲み汗ばんだ顔と二の腕を洗った。一息つき上を見上げると、高いミズキの木に花が咲いていた。このあたりも以前は、田植えの時期になれば大勢の人が働いていたのだろう。

　夕顔は、白い花に誘われるように木に近づいた。生い茂る葉を揺らす爽やかな風が、葉からもれる光の舞いを見せる。無数の光の蝶の中に入った夕顔は、懐から小刀を取り出し風の緩急あわせて舞った。舞いが早くなると、刀が放つ光が輪になり彼女を包む。

　風が強くなると更に舞いが激しくなっていく。胸の鼓動が雷鳴のように激しくなり、汗が髪や腕から飛び散り木漏れ日に光る。風に流された雲が、森に影を落とすと舞いが止まった。雲が去り光が差し込むと、刀を頭上に振り上げた。刀は光を受け、夕顔を光で包む。

　全力の舞いに力尽きた夕顔は、その場に仰向けになって倒れた。木立の隙から見上げる空に、雲が広がって行き、風に追われた鳥が巣に戻っていく。その鳥を目で追うって行くとイカリの顔があった。夕顔は、満面の笑みを浮かべ、

「いつから、そこに」

「戻ったところだ」

　そう言うとイカリは、魚篭を見せて、

「ナマズ、どじょう、フナ。それと」

　イカリが後ろを向くと、腰にキジがぶら下がっていた。夕顔は、立ちあがり雉を手にして言った。

「ヤスでキジを撃つとは、そのような腕をもった方は見たことがない」

「わしも光る舞いなど、はじめて見た。日輪から生まれたようだった」

「太陽は、空の帝。その帝の光を降ろし、雨が降るように願う舞いです」

「雨乞いか。それより日の子が誕生したように見えた」

「それほど感嘆されると、照れくさいものですが、そう見えたのならば私は空の帝の娘。光のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおきみ),女王)とでも呼んでもらえるかしら」

　夕顔は、そう言って笑った。

「女王も腹が減っては、舞うことができまい」

　そう言って夕顔の手をイカリが取り、獲物を持った手を小屋に向けた。手を繋いだ二人の影が長くなっていた。

　東山三十六峰、入り組んだ峰の合間から煙が立ち昇る。立ちあがる煙の元には、天月が立っていた。他に誰もおらず、ただ一人火を見つめていた。

「来たか」

　天月が視線を変えずに言うと、背後から男の声、

「長くはないと」

「そうか、で親王周辺の動きは」

「勧真ら数名、一乗寺に滞在してまま。事態がわからぬと見えます」

「どうせ出入り禁止の者ども、気づいたときには遅かろう」

「夕顔が勝手に動いておりますが」

「しばらくは、泳がしておく。一乗寺の監視を怠るな」

「はっ」

　天月の背後にいた男は、葉を踏む音さえさせずに去って云った。そして、天月

の傍に生えている木の上から女の声が、

「天月自らお呼びとは、めずらしい」

　天月は、上を見上げた。

「相変わらず奇妙な出方だな、月影」

「用件を伺おう、天月殿」

「夕顔を追え」

「ほう、裏切るかもしれぬと」

「そうとも限らぬが、逃げる恐れがある。必要とあらば殺せ」

　風を切る音と共に天月の傍に白い影が降りた。月影、その名のとおり青白い顔をした女だった。天月は、月影に短刀と銭を渡した。
「気をつけろ、夕顔と供にいる男は腕が立つ」

　月影が火に何かを投げ入れると、あたりが煙に包まれた。そして、煙が消える

と彼女の姿は消えていた。

　イカリは、井戸端で魚をさばいていた。さばいた魚を夕顔が木の枝に刺し塩をまぶしていく。魚が終わると雉に取りかかった。イカリは、まず羽毛を取り綺麗に水で洗った。

「なぜ洗う」

「これで、夕顔の飾りを作ろう。尾羽は、髪に」

「尾羽を髪に付けるとは、面白い」

「ああ、弥平じいに習った。じいの祖先の土地では、髪に羽を付けるそうだ」

　夕顔は、尾羽を一つ引き抜くと自分の尾骨あたりにかざして言った。

「これは、ここにつけるものでしょう」

　そして、鳥のように小刻みに首を動かしてみせた。そのこっけいな動作にイカリは、笑いを堪えきれずに笑った。

「すまん、あまりに面白いからつい」

「良いのです。舞いの余興ですから、笑わすためにしています」

「ほう、そのようなこともするのか」

　夕顔は、尾羽を髪に刺し、

「鳥の真似は、祖父から習いました」

「愉快な方だったのだな」

「いいえ、違います。鳥の真似は、祖先からの言い伝えを残すためのものでした」

「そうか、どういう言い伝えなのだ」

「我らの祖先は、空から地に降りたと習いました。祖先は、空から美しい大地を見つけ、そして舞い降りたと」

「祖先は、どこからやって来たのだ。空からと言うが、どこかの土地からやって来たのだろう。渡り鳥のように」

「それは、遠い、とても遠いところ。祖先は、舞い降りた豊かな土地に安住し、戻るすべを忘れたと聞きました」

「わしは、子供の頃から星を見上げていると、なぜか懐かしいと感じていた。今もそれは、変わらぬ。夕顔の祖先の話は、人が空から舞い降りる不思議な物語で、尋常では理解しがたいが、心の奥底で、いや五体が認めているような気がする」

　空を見上げたイカリの頬に雨風があたる。

「雨になるな。少し急ごう。夕顔は魚を先に焼きはじめてくれ」

「はい」

　小屋に戻り魚がついた枝を囲炉裏に刺して待っていると、風が板を叩く音がする。夕顔の父は、何日も家に戻らないことがあった。その頃、まだ父親が間者だと知らず、行商人だと思っていた。そんなある日、父親がみすぼらし姿の若い男を連れて戻って来た。

　その男は、母が差し出した飯を獣のようにむさぼり食うと、横になって眠ってしまった。それが、天月だった。　天月は、何をしでかしたのかわからないが、兵供に追われ山中をさ迷い、力尽きて倒れたところを父に助けられた。そこから、天月の間者としての生活が始まった。

「おう、出来たぞ」

　イカリが開いた雉の肉を持って小屋に入って来た。囲炉裏端に座ると、ナタで裂いた木の枝に肉を刺し、魚の横に並べた。

「魚のほうは、もう焼けました」

　夕顔は、魚を取るとイカリに差し出した。イカリは、それを受け取ると小刀を

出して身を分けた。それを一口食べると、

「うまい。さあ、夕顔も食え」

　イカリが小屋に戻るのを待っていたかのように、風が止まり雨が降り出した。

魚を食べ終えたイカリは、小窓から外を覗くと西山に雨雲がかかり、盛り土をしたような愛宕山の頂上が白く見えなくなっていた。

「やみそうもないな」

　夕顔は、雉の肉を裏返して答えた。

「食べるものは、十分あるのだから急ぐこともないでしょう」

　イカリは、座りなおして言った。

「急ぐこともないか。たしかにそうだ」

「イカリ、一つ尋ねても良いですか」

「ああ、なんだ」

　夕顔は、視線を落として言った。

「クニには、好いたおなごがおるのか」

　イカリは、こげた枝を灰に突き刺して、

「おらぬ。そのような者は、おらぬ」

　枝を持った手が震えている。それを見た夕顔は、唇を噛み締めて黙った。夕顔は、天月から遠瀬の焼き討ちを聞いていた。間者としてイカリの心情に探りを入れるつもりで聞いてみたのか、それとも女として知りたかったのか自分でも分からなかった。

「顔を上げてくれ、そなたに当たるつもりではなかった。」

　顔を上げた夕顔の目が潤んでいた。

「いいえ、私が余計なことを聞きました。もう、尋ねたりいたしません。」

　イカリは、雉の肉を取り足を引きちぎると夕顔に渡した。

「さあ、焼けた。今の話しは、もう忘れよう。」

　夕顔は、雉の肉を手に取ると一切れだけちぎって口に入れた。そして、残りをイ

カリに返して言った。

「もう、これで十分」

「そうか」

　イカリは、足を食い終えると横になった。
「少し疲れた」

「慣れぬ都、それに盗人を捕まえたりと忙しい日でした。私も少し休みます」

　ときめきと初めての単独任務、イカリより夕顔のほうが疲れていたのだろう。横になり目を閉じると、雨の音と囲炉裏の燃える木の音が心地良い。うつろいに身をゆだね、体の力を抜くと夕顔は童女のように背を丸めて眠った。

　満天の星、沈まぬ星座に囲まれた夕顔。腕を広げ羽ばたくと、体がゆっくりと宙に浮いた。純白の着物に紅の内衣。北斗に向かい手を伸ばすと、風が吹き夕顔を吹き上げる。星で紡いだ天の車に乗りこんだ夕顔に、星座の中心に居座る北極星が声をかけた。

「気分は、良いか」

「ええ、とても良い気分です。こうして、夜空を巡るのは天の女王になった気分です」

　夕顔が車の中で足を伸ばすと、天の車が熊の背に変わった。そして、熊が振り向いて言った。

「女王様、あちらに座を用意してあります」

「では、そこへ案内してもらいましょう」

　熊は、首を横に振り、

「私では、女王の椅子に追いつけません。ここで、空めぐることしか出来ませんので」

「では、一人で行きましょう」

　夕顔は、熊から降りるとカシオペア座に向かって飛んだ。輝く五つの星は、夕顔の体を包み込む。帝ですら座ったことがないような星の椅子。ゆったりとした椅子に体を投げ出すと、また北極星が、

「満足したか、夕顔」
「はい、でも何か物足りない」
「では、地上を見るが良い」

　夕顔が空から地上を見ると、数人の男たちが争っていた。イカリが誰かと戦っている。敵を打ち倒すイカリの姿は、戦場で先端を切る勇ましい武将のようだ。次々と敵を倒し、組み伏せたイカリの背後から青白い影が刃を刺した。

「イカリ、イカリ」

「どうした、夕顔。悪い夢でも見たか。」

　気がつくとイカリが、夕顔の髪を撫でていた。

「なにやら、うなされていたようだ」

　夕顔は、身を起こすとイカリにしがみついた。

「ああ、夢でよかった」

　夕顔の顔に小窓から入る夕日があたり、額に吹き出た汗が光っている。

「ずいぶんと汗をかいているな。おまえが寝ている間に水を浴びようと思い、外に出ようとすると名を呼ばれた」

　そう言ってイカリは、優しく笑った。

「私も体を洗いたい」

「では、わしは後にしよう。ここで、待っている」

「日暮れに外に一人いるのは、恐ろしい。供に行きましょう」

「供に、か。わかった」

　二人は、小屋から出ると井戸に向かった。イカリは、手早く着物を脱ぎ捨てると水を汲み頭から浴びた。夕顔が続いて着物を脱ぐと、夕日に染まった裸体が深い森を背景に浮かび上がる。夕顔は、イカリに近寄ると、

「水を汲んでください」

「ああ、わかった。」

　イカリは、夕顔に何度も水を汲んでやった。そして、夕顔はイカリから釣瓶を奪うと、今度は彼女がイカリに水をかけてやった。

「日が暮れてしまった」

「成村のところは、明日行くことにしましょう。近頃、夜の都は、盗賊やら魍魎やらと恐ろしい」

　そう言って夕顔は、イカリの胸に手と頬を充てた。イカリは、そっと夕顔を抱きしめて言った。

「わしから離れるな。良いか」

「はい。」

　　　　　　　　　　　　　四

　翌朝、小屋を出たイカリと夕顔が、荒れ果てた右京を歩いて行くと遠くに色とりどりの長い布が風を受けてはためいているのが見えた。

「あれは、なんだ」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほろ),母布)というもの。偉いお方が、あの向こうにおられるのでしょう」

「そうか、飾りか」

「弓を防ぐためとか」

「なるほど、ならばわかるが、あれでは槍は止められぬ」

　さらに歩いていくと、小さな畑の中に大柄な男が土をいじっている姿があった。夕顔は、足を止めて男に声をかけた。

「このあたりに成村というお方がおられると聞いてまいりました。ご存知でしたら、道を教えていただきたいのですが」

　男は、立ちあがって二人の傍に寄ると、いきなりイカリに拳で突きを入れようとした。イカリは、身を交わすと男の腕を捕まえた。すると男は、

「なるほど、なかなかの腕じゃ」

　と言うとイカリの足を払って倒した。

「うむ、まだ修行が足りぬようじゃ」

　イカリは、立ちあがり、

「成村とは、あんたのことか」

「おお、そうじゃ。わしの弟子に勝ったイカリじゃな」

「仇うちのつもりか」

　成村は、イカリの着物についた泥を払いながら言った。

「仇、おまえに恨みなどない。ほんとうに強いかどうか試しただけじゃ。悪かったな。飯にしょう。手伝ってくれるか」

「何をすればよい」

「畑の向こうに薪がある。それを取ってきてくれ」

　イカリが畑の中に入って行くと、成村が夕顔に言った。

「あの男、わしの腕を掴みながら片手でナタに手をかけておった。わしが本気でやつを倒そうとしたならば、ナタがわしの腹に食い込んでおったところじゃ。相手の殺意の有る無しを見ぬいておる」

「成村殿でもイカリに勝てぬと申されるか」

「いいや、わしが本気でかかれば拳を交せるかどうか」

　成村は、一人で広い屋敷に住み、ときおり格闘の鍛錬に兵が訪れる。この日は、誰もおらず夕顔とイカリは、道場に使っている広い部屋に案内された。イカリは、部屋の壁にかけてある槍に目がいった。その槍を手に取ると、肩に担ぎ投げる真似をした。それを見た成村は、首を傾げて言った。

「なんの真似じゃ」

　イカリは、槍を壁に戻すと、

「この槍は、穂先が軽すぎる。これを投げても、刺さりにくい」

「面白い男じゃ。槍は後にしろ。字を習いに来たのじゃろう。飯を食ったら、すぐにはじめよう」

　一乗寺では、サンが歓真から剣の手ほどきを受けていた。サンには、重すぎる木刀を持たされ、何度も何度も素振りをやらせられていた。

「あと百本。そうしたら飯を食わしてやる」

　サンの腕は、既にしびれており力が入らなかった。

「歓真、こんなことで強くなるんか」

「サン、気を抜くな。気を抜くと怪我をする」

「ああ、あ。ロクのように托鉢に付いていけばよかった」

「黙れ、おまえが托鉢など嫌やだと言うたではないか」

　西春とロクは、都の家々の軒先で経を上げ、一握りの穀物や野菜を貰いながら西へと向かった。ロクは最初、西春の経に合わせて口を動かすだけだったが、太陽が天頂にかかる頃になると経を覚えてしまっていた。

　西春は、鴨の流れを指し、

「少し休もう。今日は、おまえのおかげで沢山いただいた」

　ロクが何もわからずにいると、西春が手をあわせて言った。

「末法の世に誰もが救いを求めている。そこへ、小さなおまえが軒で経を読めば、布施もはずむというもの。どうじゃ、坊主になるか」

　ロクは、しばらく考えて、

「ようわからん。それより腹が減った」

　二人は川原に座り、托鉢でもらった芋を食べはじめた。そこに老婆がやって来て言った。

「坊さま、孫が病で死んでしもうた。弔ってはもらえぬか」

　西春は、立ちあがり、

「はい、まいりましょう」

　老婆についていくと、荒屋の中に亡骸が眠っていた。亡くなった孫は、ロクよりまだ幼いようだった。西春は、孫の枕元に座で念仏を唱えた。ロクも西春の後ろで、西春の声と動作を真似ていた。

　経が終わると老婆は、西春の手を握り黒塗りの櫛を渡して言った。

「これは、この子の母の形見」

「母堂殿、これは受け取れません」

　老婆は、孫の額を撫でながら、

「賽の河原を渡るにも、もの入りじゃと聞きました。この子が何も持たず、惑うことになると思うと不憫でなりませぬ」

　西春は、両手で老婆の肩に触れ、

「心配することは、ありません。子供が亡くなると、賽の河原にお釈迦様が迎えに来られます」

　西春は、そう言うとロクをせかしてその場から去った。

「また、托鉢か」

「いいや、今日はもうよい。ついて来い。私の兄の家に行こう」

　二人が東市にさしかかると、物売りの女が声をかけてきた。

「紀伊の行成殿では」

　西春は、女に向かって、

「私は、西春という者。人違いでございましょう」

　西春は、女を無視して歩き続けた。ロクが振り向けば、その女は頭を深く下げていた。東市を後に右京に出ると、荒れた畑の中に家が建っていた。西春は、家の中に入ると大きな声で言った。

「兄者、おるか」

　すると奥から、男の声が聞こえた。

「おお、西春か。入ってこい」

　西春が、ロクを連れて奥に進んで行くと、そこには夕顔とイカリが書物を広げ、成村から字を習っていた。

「イカリ、どうしてここに居る」

　そう言った西春に、イカリは驚いて答えた。

「西春こそ、なぜ来た」

「なぜと言われても、ここにいる成村は私の兄。これといった訳はない」

　成村は、西春とイカリを交互に見て言った。

「なんじゃ、知り合いか。まあ、よい。座れ、そこの小坊主。名は、なんと申す」

　ロクは、胸を張り大きな声で返事をした。

「ロク、ロクチョウボシのロク」

　成村は、ロクの頭を撫でると、

「ほう、良い名じゃ。昴の名を持つ童か、腹は減っておらぬか」

　ロクが黙っていると、西春が言った。

「遠慮するな」

　ロクは、西春を横目で見ながら言った。

「もう、朝から芋一切れで連れまわされ、倒れそうじゃ」

　成村は、大きくうなずいて夕顔に言った。

「夕顔や。ロクになにか食わしてやってくれ」

「はい、ロク。こちらへ」

　ロクと夕顔が部屋から出て行くと、成村が腕を組んで西春に言った。

「何があった」

　西春がイカリとの出会いや逃走のことを話すと、

「なるほど、それで再び剣を取ったのか」

「本意ではない」

「わかっておる。それは、もうよい。それより、これからどうする」

「今日のところは、ロクを連れて寺に戻る」

　そこへ夕顔とロクが、戻ってきた。ロクは、満足そうな顔で西春に言った。

「腹が、はちきれそうじゃ」

　西春は、笑顔でロクに言った。

「そうか、はちきれそうか。話しがすめば寺に戻る。それまで、休んでいろ」

　ロクは、座らずに外に出ようとした。

「向こうの方に、綺麗な布が見えた。あれを見に行って来る」

　それを夕顔が呼びとめ、

「あまり、近づいてはなりません」

　ロクは夕顔の制止を聞かずに外に飛び出した。イカリは後を追った。そして、夕顔が振り向いて言った。

「私も行きます」

　西春は、夕顔の後ろ姿に、

「夕暮れまでに、寺に戻りたい」

「はい、わかりました。」

　そう言うと夕顔は、イカリを追って出て行った。

　二人きりになると成村は、西春に言った。

「まだ、行脚を続けるのか。漏れ聞いた話では、剣の腕は落ちておらぬようじゃ。兵に戻れと言わぬが、ここで共に暮らさぬか。おまえの腕なら、弟子が多くつく」

「人殺しの指南をせよと申されるか。剣を鍛えて何になります。相撲の鍛錬にしても同じこと。それが証拠に並ぶ者なしと言われた兄じゃですら、闇夜の物の怪に出し抜かれたでないか」

　西春の言葉に成村の表情が険しくなった。

「確かにわしは、物の怪に敗れた。もう一度、あのときの物の怪と闘うために、最手の位を捨て、ここで待っているのじゃ」

　西春は、言い過ぎたことを詫びるように、

「北国を行脚していたとき、盗賊どもに何度も襲撃された村があった。僧である私は、犠牲になった者の供養をと思ったが、どうにも村を襲った者を許せずに、剣を取り策を労し盗賊を成敗した。村人は、喜んでくれたが、殺生に変わりなく、むなしく村を去った。それ以後、精進していたが、またも闘いに身を置いてしまった」

　重苦しい沈黙が、二人を包む。それを追い払うように成村が立ちあがり、壁にある槍を持って言った。

「イカリは、穂先が軽いと言うておった。穂先が重いと格闘で遅れを取ってしまうのじゃが」

　西春も立ちあがって言った。

「イカリは、槍を投げる」

「ほう、槍を投げるのか」

　成村は、その槍を庭に投げた。投げられた槍は、最初は真っ直ぐに進んだが、すぐに柄が下になり庭に転がった。成村は、その槍を持ち帰り西春に持たせた。

「手を伸ばし、槍をしっかりと握っていろ」

　西春が腕を水平に伸ばし、力を入れて槍を握った。成村は、息を吐くと槍の柄に肘を打ちつけた。槍の柄は折れ長さが半分になってしまった。そして、穂先が付いた方を持ち再び庭に投げた。槍は、先ほどとは違い弧をえがいて地面に突き刺さった。

「西春。西春」

　ロクの声が外から、響いて来る。その声に続いて、息を切らしたロクが西春の前に走ってきた。

「どうした」

「人が倒れている」

「どこに」

「あっち。今、イカリと夕顔がこっちに運んでくる」

　成村と西春が家を出てみると、こっちに向かってイカリが人を担いで歩いている姿があった。夕顔は、成村と西春を見付けると先に駆け寄り、

「物売りの女です。矢が肩に」

　成村は、戸板を持ってイカリを手伝うように西春に命じ、自分は夕顔と供に家に戻った。成村は、取り置きの薬草を取り出すと手で揉みはじめた。

「夕顔、湯を沸かしてくれ。ロク、夕顔を手伝え」

　家に運ばれた女の着物は血で染まり顔が青白い。成村は、傷に薬草をあてながら女に言った。

「聞こえるか」

　女は、ゆっくりと目を開けて肯いた。

「かなり出血しているな。もたぬかもしれぬ。女、名はなんと。どこのものじゃ。言い残すことはないか」

　女は、成村の袖を掴んで答えた。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きぬた),砧)。と申します。白川の・・・」

　　女は、気を失った。

　翌朝、成村が女の傷を負った左肩に薬を塗ると、痛みを感じたのか女が目覚めた。

「しみるか、少し我慢しろ。昨日の様子では、駄目かと思ったが。もう、大丈夫だ」

　女が口を開いて、何か言おうとしたが声が出ない。
「心配ない。ここには、屈強な男が三人もおる。何者に追われたのか知らぬが、安心して休め」

　成村は女の上体を起こし、茶碗を女の口元に持っていった。

「ゆっくりと飲め」

　女が煎じ薬を飲むと、口元から少しこぼれた。女は、袖を口に当てた。着物が変っている。

「これは」

「血にまみれた着物は、昨夜とりかえた」

　そこに夕顔が成村の背後から声をかけた。

「取り替えたのは、私です。殿方は、みな外に出てもらいました」　

　それを聞いた女は、ほっとしたのか再び眠った。

「成村殿、さきほど追われたと言われましたが」

「傷のわりに出血が多い。おそらく、矢を受け逃げるために走ったのであろう。

一命は、取りとめたようじゃ」

「では、私はイカリと供に探索に行って参ります」

「うむ、気をつけてな」

　夕顔がイカリと出て行った後、成村は砧から離れカマドで粥の番をしているロ

クのところへ行った
「美味そうな香りじゃ。」

「もう少しで出来る。あの人、助かるのか。」

「ああ、大丈夫じゃ。」

「そうか、かか様も盗賊に殺された」

「おまえの、かか様。年の頃なら、砧と同じくらいか」

「さあ、ようわからん」

「かか様が恋しいか」

「もう、ええ。死んだものは、もどらん」

　成村は、ロクの肩を抱いて言った。

「ロクよ。しばらく、ここで暮らすか」

「サンも呼んで良いか」

「ああ、西春にサンを連れて来させれば良かろう」

「西春に言うて来る」　

　ロクが立ちあがると、後ろに西春が立っていた。

「ロク。私は、これから寺に戻る。サンは、明日ここに連れて来てやる。おまえには、兄者を手伝い砧の看病をしてもらわねばならない」

　ロクは、砧が寝ている部屋のほうを見て答えた。

「わかった、ここにいる」

　成村は、ロクの肩から手を離すと、

「ロク、じきに粥が煮える。おまえは砧の傍について、目覚めたら知らせてくれ」

　ロクは、力強くうなずいて砧の部屋へ向かった。ロクは砧の傍に座った。彼女の額に汗が浮いていた。ロクは、そっと砧の額を拭いた。砧は薄目を開けた。そして、ロクの手を握り小さな声で言った。

「水が飲みたい」

「うん、今持ってきてやる。粥もある」　

　ロクは、勢いよく部屋を出ると粥が入った鉢と水を入れた茶碗を持ってきた。砧が上体を起こすと、ロクが茶碗を口元に持っていった。砧が水を飲み干すと、ロクは粥の鉢を持ち上げた。

「食べるか、薬草入りの粥じゃ」

　ロクは粥を箸ですくい砧の口に入れた。そして、少しずつ何度も口に入れてやった。

「もう十分、残りはそなたが食べなされ」

「もう、ええのか。まだ、ようけあるが」

「私は、もうお腹がいっぱい。ようけあるなら、ようけ食べて大きくならんと」

「それなら」

　ロクは、残った粥を全部食べてしまった。その様子を砧は、笑みを絶やさずに見ていた。ロクは習ったのか、両手をあわせて頭を下げた。

「行儀の良い子だこと。名は、なんと」

「ロク」

「そう、ロク」

　ロクは、腹が膨れて眠くなったのか大きな欠伸して目をこすった。ロクは、昨夜から砧のことが心配でほとんど眠っていなかった。

「少し眠りなさい。ロク」

　砧はロクを抱き寄せて隣に寝かせた。砧が元気になったことで安心したロクは、彼女の白い手を握ったまま眠りに落ちた。 

　イカリと夕顔は、砧が倒れていた場所から血の跡を追っていた。草に点々とつく血を辿ったところに、折れた矢が落ちていた。イカリは、その矢を拾い周囲の景色を見て言った。

「昨日、母布を見たのは、このあたりか」

「たしかに、この近く」

「えらいお方が狩りをしたのか」

「鷹狩りなら、弓は使いません」

「母布は、弓よけと言うていたな。誰かが母布の内から、矢を放ったのか」

「それとも、内を狙ったのかもしれません」

「戦か」

「いいえ、それならもっと騒ぎが大きくなるでしょう」

「ならば、戦の鍛錬か」

「昨日は、的を見ませんでした」

「人を的にした」

「どういうことでしょう」

「誰かを殺そうとした」

「偉いお方をですか」

「さもなくば、砧が狙われた。砧を的に矢を放った。砧は、それで矢を受けながら走って逃げたのではないか」

「盗賊でしょうか」

「誰が撃ったにせよ、その者はもうこのあたりには居ない。戻るとしようか」

　イカリと夕顔の頭上を鷹が旋回している。上昇気流に乗り優雅に空を巡っているように見えるが、餌を捕らえる好機を逃すまいと必死だった。人間の六倍の視力は、上空から草の根一本を見分け、その影に潜む小動物を視野に捉えていた。

　食物連鎖の頂点にいる鷹、常に捕食動物に狙われる野ネズミ。あきらかに鷹は強く、野ネズミは弱い。しかし、雑食のネズミは、餌にことかくことが少ない。草の根、木の実すべてが餌だった。小さな体を活かして、人家に忍びこむことなど容易いことだった。

　それに対して、動くものを捕らえなくてはならない鷹は、全力を尽くしたところで餌にありつける保証もない。弱者である小動物は、その多様性と小さく小回りがきく体が勝利することが多い。真の弱者は、命がけの狩しか生きる道のない鷹のほうかもしれない。

　イカリは、鷹の下方に目をやった。

「何かいる。鷹が狙っている」

　夕顔がイカリに言われて、鷹の動きを見れば、旋回範囲が雲の影に入った瞬間、鷹が急降下をはじめた。地上に降りる寸前に翼を広げ、草に足を入れた。鷹は何かを掴んで飛びあがった。鷹は、雲の影から出ると上昇気流に乗り高く舞い上がり飛び去って行った。

　夕顔は、鷹の姿を追いながら言った。

「鷹狩でもないのに、鷹がこのあたりにいるのは珍しい」

「鷹が住むところの餌が少なくなったのだろう。狩は、獲物に左右される」

　夕顔は、イカリの手を取って歩きだした。

「時を計る道具を見たことがあります」

「時を計る。意味がわらん」

「私にもわかりませんでした。ただ、過ぎた時は戻らないとわかりました」

「昨日は、昨日で明日は明日か」

「私は、今わかりました。ずっと今日が続けば良いと」

　　　　　---------------　　　　　　　　　--------------

　都の西北、叡山より高い愛宕山に雲がかかる。蒸し暑く肌寒い季節が、都に訪れようとしている。遥かな昔、一夜で鬼が叡山より高い山を作ろうとした。懸命の作業を続け、約束の夜明けになり山が出来たが、叡山より少し低かった。慌てた鬼は、山腹の土をえぐり山頂に投げた。そのせいで、愛宕の山頂は盛り土をしたようになったという。

　盛り上がった山頂を雲が巻き、鬼が掻いた谷に流れ込むと雨が降り出した。荒れ野の草木に恵みの雨が降ると湿地の生き物も活発に動き出す。

　イカリと夕顔は、成村の家に戻る途中に雨に会い、大きな木の下で雨が止むのを待っていた。夕顔が盛り上がった根に座ると、傍の根の下に蜂が群れていた。

「蜂も雨宿りかしら」

「蜂は濡れると動きが鈍くなる。恵みの雨も蜂には、命取りとなる」

「毒針を持ち、素早く動く蜂にも弱点があるのですね」

「小さく素早い。それは、生きる上で強力な武器になるが、それが弱点にもなる。人や獣にとって、小さな雨粒が、蜂から見れば大きな水の塊となる」

「小さいと、雨ですら強敵となるのですね。熊のように大きくて強いものなら平気なのに」

「大きいものは、大きいもので弱点がある。大きなものは、その分、餌も多く取らなくてはならない」

「どのくらいの大きさが良いのでしょう」

「それは、なんともわからん。蔵ニが言っていた。人は、その分に相応した生き方をせよ。不相応な暮らしを求めると全てを失う」

　イカリの言葉は、忘れていた夕顔の使命を呼び覚ました。天月の命令でイカリに近づいたのだが、それは彼女の意思とも一致していた。天月のやり口は、よく知っていた。能力の高い若者を駆りたて、支配下に置き間者にしたて上げる。

　富に屈して間者となった者を多く見てきたが、このイカリは今までの者と違っていた。彼が求めるものは、野を駆け、山を走り、自然に暮らすこと。クニを愛し仲間を大切にする。このような男が、天月の支配に屈するとは思えなかった。そんなイカリに引き込まれていく自分の心。純真な山猟師と間者の夕顔、身分不相応であることは十分理解していた。

「どうした。寒いか」

「いいえ、はい」

　イカリは、少し戸惑ったが夕顔の隣に座り、彼女を抱き上げ膝の上に乗せた。そして、夕顔の足先に手を乗せた。

「足が冷たい、こうすれば温まる」

　イカリの手のぬくもりが、足から伝わり全てを忘れてしまいそうだ。目を閉じた夕顔の耳に、蜂の羽音が聞こえる。

「雨が上がった。また、降り出す前に戻ろう」

「はい」

　二人が戻るとロクと成村が、灰を詰めた箱を挟んで座っていた。

「帰ったか、イカリ。そこに座れ、ロクにカナを教えていたところじゃ」

　イカリが座るとロクが、小枝で灰に何かを書いていた。

「ロク、それは何じゃ。絵か」

「いいや、これがロ。これは、ク。ロ、ク」

「ほう、それでロクと読むのか。夕顔と書いてみろ」

「まだ、習うておらん」

　成村は、足元に置いていた教本を取り出してイカリに見せた。

「これを良く見てみろ」

　イカリは、目を凝らして本を見た。漢字の横に掘ったような細い線が見える。成村は、何も言わずにイカリの言葉を待った。

「おう、これはロじゃ。あとは、わからん」

「よう気がついた。それがカナじゃ。これは、小坊主が経を読むためにカナをうったもの。カナは、数も少なく漢字より簡単じゃ。まず、カナを覚えよ。イカリが持ってきた弓の本に、わしがカナをうっておく。読みがわかれば、自然に漢字も覚える。後は、何度も書くことじゃ」

　夕顔は砧が寝ているところへ向った。砧は目を開けて軒から滴る雨の雫を見ていた。

「まだ、痛みますか。」

　夕顔の呼びかけは、砧に聞こえなかったのか返事がない。夕顔は、黙って傍に座ると少しかすれた声で砧が言った。

「ここの顔ぶれは、ずいぶん多彩ですね。それに家族というわけでもなさそうで」

「西春と成村殿は、兄弟だそうです。ロクは、親を無くしております」

「そなたとイカリは、良い仲のようですが」

「そう見えますか」

「成村殿が、そう言われておりました」

　夕顔は、話しをそらすように砧の傷を診ようとした。

「薬、換えましょう」

　夕顔にそう言われた砧は、自ら上体を起こし肩を出した。

「真横から矢を受けたのですね」

「ええ、歩いていると急に痛みが走り、肩を見ると矢が刺さっておりました。盗賊と思い矢を抜くと、夢中で走って逃げました」

「その時、母布を見ましたか」

「そう言えば、ありました」

　夕顔が、薬を塗り新しい布を肩に充てると、砧は座りなおして言った。

「まだ、痛みますが病というわけではございません。恩返しというほどでは、ありませんが食事の支度などをいたそうかと思います」

　そこへロクが、足をさすりながら来て言った。

「もう学問は、飽きた。足がしびれたと言うと、成村が火を起こしておけと」

　砧は、ロクに向かって母のように言った。

「ロクや。成村殿と申しなさい」

　ロクは、素直に従い、

「成村殿が火を起こせと」

「はい、それでよろしい。では、私も手伝いましょう」

「もう治ったのか」

「まだ、痛みますが動けます」

　砧はロクの手を取りカマドに向かった。

「ほんに親子のよう」

　夕顔も二人の後を追った。

　翌朝、西春がサンを連れて戻って来た。ロク同様すぐに砧になついたサンは、寺の窮屈な暮らしから開放されたこともあり、盗賊だったのが嘘のようにはしゃいでいた。

　午後、砧に何か耳打ちをして出て行ったサンとロクは、日が沈む頃どこから調達したのか櫛と鯉を持って帰って来た。西春は、それを持って砧のところへ行こうとする二人を捕まえて言った。

「どうした。それは、どこから盗って来た」

「盗ってきたのではない」

「ならば、どうした。買って来たのか」

　二人は、黙ったまま何も答えなかった。

「話せないのか。やはり、盗んで来たのであろう」

　西春が櫛を取り上げようとしたが、ロクが櫛は懐にしまいこんで言った。

「鯉は、池で捕まえた。櫛は、もらったのものじゃ」

「鯉は、まあ良い。櫛は、誰にもらった」

　ロクとサンは、近くの池で鯉を捕まえて帰ろうとすると、見知らぬ女に声をかけられた。その女は、成村の家の様子をあれこれと聞いた後、これをやると言って櫛をくれた。

「なぜ、櫛をくれた」

「砧は、かか様のような人と言うたから」

「わかった。もう良い」

　二人を放した西春は、成村のところへ行き、ロクとサンのことを話した。

「そうか、誰か探りを入れている者がいるのか」

「兄者。もしや、倉井の者ではなかろうかと」

「まさか、ここまでは来くるとは思えぬ」

「では、いったい誰が。」

　そこへイカリが、やって来て言った。

「砧は、真横から撃たれている。それは、近いところから撃たれたに違いない。離れたところからなら、上から刺さるはず」

　成村は、矢を射る真似をして言った。

「それは、分かるが」

　イカリは、成村に考える時を与えるかのように黙っていた。そして、成村はイカリが言いたいことに気がつき、

「それにしては、傷が浅いと言いたいのだな。どういうことか、わからぬが暫く砧の様子を見ることにしよう」

　雨は、四日間降り続きイカリも外に出かけずに、文字の勉強に集中していた。サンとロクは、傷が癒えた砧と供に食事を作ったり掃除をしたりと忙しく働いていた。夕顔は、成村からもらった浅葱色の狩衣に、イカリが獲ったキジの羽毛で作った玉を首から下げ、胸元を飾りイカリに見せた。

「頭に飾るより、このほうが綺麗でしょう」

　淡い水色の着物に青い瞳、胸に緑の玉。夕顔は、その場で一回転してみせた。イカリが見とれていると、

「狩衣は、成村殿から頂きまきました。班子の女王ゆかりのものと聞きました。大きな勝負に勝ったときに、帝から頂いたとのこと。しかし、成村殿には小さくて着られないそうです」

「ほう、家宝になるな」

「はい、この玉は生涯大切にいたします」

　夕顔は、羽毛の玉を取ると胸の中にしまった。

「上等の着物より、キジの羽根が大事なのか」

　夕顔は、静かにイカリの隣に座り彼の手を取って言った。

「雨が上がったら、もう一度あの小屋に参りましょう」

「わしもそう思っていた。夕顔と過ごしたい」

　イカリは夕顔の手を握り返した。そのとき、成村の声が玄関から聞こえてきた。

「イカリ、新しい槍じゃ」

　イカリと夕顔が出て行くと、成村が槍を差し出した。その槍の柄は、穂先と反対側を鋭く削ってあった。イカリは、肩に担ぎ何度か持ち上げて言った。

「これなら、弥平じいの槍に劣らぬ」

　イカリは槍を持って外に出た。空を見上げ真上に槍を投げた。槍は、曇り空に舞いあがり、止まったかと思うと、穂先が下に真っ直ぐ地面に突き刺さった。次に槍を水平に投げた。槍は緩やかな弧を描き、木に刺さった。イカリは、木から槍を抜いて、再び木に向かって投げた。槍は、ほぼ同じ所に突き刺さった。

「夕顔。明日、狩に行こう」

　木の向こう、西山の山並みが日の光に浮かび上がっていた。雨雲は、金色の光に追われ北東へ流されて行く。イカリは、右手に新しい槍を持ち、左手で夕顔の肩を抱いた。夕顔は頬をイカリの胸にあて、彼の力強い鼓動を、イカリは夕顔の甘い香りを感じた。陽が傾き、辺りが紅く染まり惑いの時が流れて行く。二人は、何も語らずに宵の明星が消えるまで、西の空を眺めていた。

　

　翌朝、紅と黄金に染まる雲。その雲に向けて突き上げられた槍の穂先は、眩い太陽の光を受け光輪を放った。前夜、イカリが納得行くまで研いだ穂先の表面は、鏡のように滑らかだった。一切の装飾を拒絶したその槍は、野獣に対抗するための牙そのものだった。一撃必殺の投げ槍は、外せば致命傷となり狩人と獲物が一瞬にして入れ替わる。

「投げてみるか」

　イカリは、夕顔に槍を渡した。夕顔は、槍を受け取り野に向かって投げたが、木の葉のように力なく落ちた。

「ああ、駄目」

「石を投げるのとは違う」

　イカリは、槍を持ち上げ、

「投げるときに指で回転を与えてやると真っ直ぐに飛び、猪の肝に到達する」

「もし、槍が外れたらどういたします」

「そのときは、急いで逃げる」

　と、イカリは笑った。

　降り続いた雨で出来た水溜りが朝日を映し、荒れ野のあちこちが輝いている。南からの暖かい風に押されて、二人は小屋を目指して歩いて行った。

「槍は、誰に習いましたか」

「格闘は、蔵ニから習ったが、投げ槍は違う。小さい頃、石合戦でわしが入った組がいつも勝っていた。そのうち、強すぎるといって石合戦には入れてもらえなくなり、一人で山に入り兎や狐を追った。猟をするより、追いかけて遊んでいた。気がついたら、槍を投げていた」

「昨日、弥平じいの槍がどうとか」

「それは、普通の槍に弥平が細工をしてくれた」　

　イカリは、槍の中央部を夕顔に見せ、

「中が膨らみ、両端が細い。重心は、穂先にある。こうすると風に負けぬ」

「弥平じいは、イカリの爺様ではないのですか」

「わしもよう知らん。蔵二の話では、昔の合戦で知り合ったらしい。薬草の知識があり、武器を作るのも上手い。弥平じいは、海の向には強靭な弓を作る種族がいると言っていた。龍をも倒す弓があると」

「そのためにあの本を、読みたかったのですね」

「そうじゃ、あれに書いてあるような気がした」

「なぜにそのような弓が、必要なのでしょうか」

「銀の大鷲を捕らえるためじゃ」

「銀の大鷲。はて、聞いたことがありません」

「弥平じい、銀の大鷲を捕らえるのが、先祖伝来の夢だと」

「それは、分かりましたが、弓を何に使うのでしょうか」

「途方もなく早く動くものが大鷲の近くを通ると、大鷲が目覚めると言っていた」

「大きな鷲だと言うのに、恐くはないのでしょうか」

「人を襲うことはないらしい」

「真の話しとは、思えませんが」

「わしもそう思うが、弥平のような老いた者が、その話しになると子供のような顔になる」

　夕顔は、イカリの顔を覗きこみ、

「大きな湖とは、近江の国のことではありませんか」

「弥平じいは、そうだと良いがと言っていた」

「もし、そうなら、それはとても大そうなことになります」

「もう、何十年も探しているらしい」

　夕顔は、ため息を付き汗を拭った。

「少し休むか」

　イカリは草の上に座り、水が入った竹筒を夕顔に渡した。夕顔は筒を受け取り、イカリの傍に座った。荒れ野をさすらう風が頬に心地良い。一息ついて前を見れば、水溜りを渡る蛙の姿があった。人は荒れ野と言うが、命が途絶えたわけではなく、むしろ人がいない方が生命の息吹が溢れている。乾季には、影もなかった生き物が、わずかな水溜りに命を託している。

「あの小さな蛙、我が身に思われます。蛙の命は、お日様のご機嫌次第。我が身は、宮中におわす高貴なお方の気まぐれに左右され、明日は何処へ参らねばならぬか分かりません」

「何処へなりと、好きに行けば良い。遠瀬には、気に入らぬ領主を袖にして来た者が多い。大地は、皆のもの。遠慮することはない」

　夕顔は、自分の使命を打ち明けようとしたが、それは風に乗って聞こえて来た笛の音に消された。物悲しい笛の音は、晴れあがった空に吸い込まれ、イカリと夕顔はどちらともなく音に向かって歩き出した。

　その音色は、うっそうと茂る藪の中から流れていた。藪をかき分けて行くと盛り土があり、その傍で男が涙を流しながら笛を吹いていた。男の身なりは、色あせてはいるが商人が着るような着物ではなかった。男は、二人に気づいて笛を止めた。

「弔いをしております。しばし、猶予を」

　男は再び笛を吹きはじめた。そして、高く悲しい音を最後に笛の音が止まった。男は、笛を腰に刺してイカリに行った。

「これで気が済みました。何処へなりと、連れて行かれるが良い」

「なんのことじゃ、わしらは狩の途中」

　男は、首をひねると、

「大殿の手の者では、ないのか」

「良く分からぬ」

「摂政の粛清に会い。逃げおうせず、絶命した友を弔っていたところです」

　浅葱色の光の中、汗が引いた胸は、ほてる頬を静め、規則正しい寝息は、ときめきの余韻を引く。西日が戸の隙間から差し込む。夕顔はイカリを起こさないように、そっと被った着物から抜け出した。そして、イカリの着物をはおり、笛を持って外に出た。

　北山の峰が目に眩しい。あの向こうに遠瀬がある。今朝出会った、行く宛てのない男は、イカリの言うままに遠瀬に向かった。自らの身を守るため、イカリの伝言を伝えるために。

　イカリが、男に自分のナタを差し出すと、男は引き換えに笛を置いていった。そのナタは、山超えで立ふさがる枝や草を払うためであり、イカリと出会ったことの証しだった。

　夕顔は、笛をイカリが槍を投げるときのように持ち、木に向かって投げるふりをした。遠瀬か他の地で、イカリと暮らすための狩の修練のつもりだった。何度か投げるふりをして、ほんとうに投げようとしたとき、藪の中で何かが動いた。それは、イカリが仕掛けておいた罠に掛かった猪だった。

　夕顔は、どうして良いのか分からず、しばらく猪を見ていた。鼻息が荒くなり、暴れる猪。今にも罠から飛び出してきそうだった。恐くなった夕顔は、笛を刀のように構え後ずさりで、小屋に戻ろうとした。

　猪は、地鳴りような鳴き声を発して、罠を引きずり夕顔めがけて突進する。夕顔思い切って笛を猪に投げた。猪の頭に当たった。その直後、矢が風を切るような音が聞こえ、イカリの槍が猪に命中した。

「おお、当たったな」

　そう言ってイカリが夕顔の肩を抱いた。

「ああ、恐かった」

「サンやロクに聞かせてやろう」

「何を聞かせるのです」

「あの猪は、夕顔が仕とめたと」

「仕留めたのは、イカリの槍でしょう」

　イカリは、笑顔で言った。

「いいや、笛のほうが先だった」

　イカリは、猪の血抜きをすると二本の棒を取り付けた板に括り付けた。その棒を後ろ手に持つと、板を引いて歩き出した。

「私も持ちます」

　夕顔は、片方の棒を持つとイカリと供に猪を引いた。二人が成村の家に着いたときは、既に日が暮れていた。出迎えたのは、ロクだった。

「ロク、これを仕留めたのは夕顔だ」

「そうか、夕顔の獲物か。夕顔、猟師になれるなあ」

　夕顔は、苦笑いを浮かべて、

「留めを刺したのは、イカリです」

ロクは、満面の笑みを浮かべ猪を縛ってある縄をほどき出した。

「ロク、サンはどうした」

「ああ、勧真が来ている。それで、砧と飯の支度だ。酒もある」

　イカリが家に入ると、勧真の声が響いてくる。

「朝廷は、我らなど取るに足らぬと考えていると申されるか。小一条院、敦明親王が東宮のころより、仕えておる者たちが困窮している」　

　イカリが成村と勧真がいる部屋の入り口に立つと、入るなと成村が目で合図を送った。そして、勧真に向かって言った。

「そう言うが、親王にお目にかかったこともないおまえが、張りきったところで何ができよう」

「身分の高いお方は、表立った行動が出来ませぬ。このまま、我らが下っ端の役人どもの支配下になるなど承知できることではない」

「ならば、その下っ端の役人と闘えばよかろう」

「それでは、世はかわらぬ」

「何を変えようというのじゃ」

　勧真は、拳を握りしめ、

「この都を見よ。疫病に苦しむ民が大勢いると言うのに、摂政頼通は入道殿の威光を傘に宇治に極楽浄土を作るという。それに使われる鳳凰の彫刻一つの費用で、どれだけの民が救われるか」

「それで、どうしようと言うのじゃ」

「頭を取る」

「摂政のことか」

「承知」

「なんと無謀なことを、どれほどの軍勢がいるか。途方も無い計画じゃ。やめい、命を無駄に捨てるだけじゃ」

　それまで黙って聞いていたイカリは、ゆっくりと勧真に近づいた。
「おお、イカリ。やっと戻ったか。待ちかねたぞ」

　イカリは、部屋の外に向かって夕顔を呼んだ。夕顔は笛を持って入ってきた。イカリは、その笛を勧真の目の前に差し出して言った。

「これは、今朝ある男から受け取った。わしのナタと交換にな。見覚えがあるか」

　勧真は、笛をじっと眺め、

「これは・・・」

「そうか、覚えがあるか。その男が言っていた。小一条院が亡くなった」

　勧真は、イカリの言葉に絶句したが、

「聞いておらぬ。真実か」

　そう言うと勧真は、立ちあがってイカリの襟を掴んだ。イカリは、勧真を睨みつけて言った。

「わしが、嘘をつくと思うか」

　勧真の顔が真っ赤になり、襟を掴んだ拳が震えていた。成村が二人の間に割って入った。勧真は大きく息を吐き出すとイカリから離れた。成村は、二人を座らせ夕顔に言った。

「夕顔、砧に酒を持ってくるように言ってくれ」

「はい」

　夕顔が出て行こうとすると、イカリは勧真に、

「猪をさばかねば。話しは、飯の後で聞く」

　と言い夕顔と出て行った。成村は、震える勧真を見据えて言った。

「さて、どうする。御旗なしに軍勢を集めるとなると、ただの暴徒に過ぎないであろう。」

　勧真は、しばらく目を閉じて考えていた。そして、覚悟を決めたように背筋を伸ばして言った。

「身を僧に変え、都を離れたことによって分かったことがあった。帝を拝しながら、摂政が実権を握り、欲しいままにしている。その影で、元は高い位にありながら摂政の外戚であるゆえ、没落していく方々がおられる」

「それは、世の盛衰のならい。しかたあるまい」

「その中に、倉井の盗賊一派の糸を引き、あるクニを我がものにしようとする者がいる。このまま、放置すればイカリのクニは、公家の居を借りる盗賊のものになる」

「摂政の首を取れば、それが収まるとも思えぬが。それにしても、遠瀬のような山間のクニにどのような価値がある。イカリの話しでは、わずかな田畑を持ち狩りをして暮らしているようなクニではないか」

「遠瀬には、万病に効く薬があると聞いた。それは、サンとロクも知っている。傷を負ったサンは、イカリが飲ませた薬でたちどころに痛みが消えた」

　成村は、しばらく俯き考えていた。勧真が言うような薬をイカリが持っていたのならば、砧にそれを使わなかったのは、たんに薬が無かったのか、薬の存在を知られたくなかったのか。

「今日は、もうよい。飯じゃ」

　成村のその声を待っていたかのように、サンとロクは猪肉が入った鍋を持ってきた。少し遅れてイカリ、夕顔、砧が揃った。　
深夜、庭で勧真と成村が西山の上に掛かる月を見ていた。

「勧真、おまえが思うように軍勢が集まると本気で考えているのか」

「軍勢など必要ない。むしろ、小人数のほうがやいやすい。戦を仕掛けるわけではない。狙いは頼通ただ一人」

　勧真の狙いは、権勢を掌握した頼通の隙を付くことだった。平等院鳳凰堂の建立、頼通の一大事業を機に襲撃をかけるというものだった。討ち死に覚悟だったが、イカリとの出会いがそれを変えた。人より俊敏に動く獣を捕らえるイカリの腕は、暗殺者として最適の存在だった。

「イカリが承知すると思うのか」

「遠瀬を守るためと言えば、イカリも手伝う気になる」

「おまえが思うほど、イカリは愚かではない」

　勧真は、拳を握り締め、

「頼通を撃てば、世が変わる。帝の世に戻れば、良くなる」

「しっ」

　成村は、そういうと懐から小柄を取り出した。そして、顔の向きを変えずに真横に小柄を投げた。月明かりを反射した小柄は、柱に突き刺さり、その光に砧の姿が浮かぶ。

「おまえは、何物じゃ。矢を撃たれたのも狂言であろう」

　砧は、闇の中から飛び出すと目潰しの灰を成村と勧真に投げつけた。灰の煙が立ち昇ると、勧真は予期せぬ攻撃に目をやられたが、成村は予想していたかのように目を閉じて煙を抜け、砧に飛びかかった。

　成村の手が砧の着物に掛ったが、砧の体はなく成村は着物だけを掴んでいた。そこにまた、上から灰が降りかかった。煙の中に光があり、それに手を伸ばすと月光を反射した鏡だった。成村が周囲に目をくばると、屋根から砧の声が聞こえた。

「成村殿、これで二度目となりますね。今度は、私の負けでした。こうも早く正体がばれるとは」

　砧は、髪から櫛を取り成村に差し出すふりをして言った。

「これは、置いて行きます」

「何ゆえ、このようなことをした」

「成村殿には、関係ございません。成村殿は、巻き込まれただけのこと」

「砧よ、わけを話せ、取って食おうとは申さぬ」

「成村殿の懐の深さには、感服いたしましたが、言うわけにはまいりません」

　砧は櫛を成村に投げた。その櫛を受け取った成村は、もう一度屋根を見たが彼女の姿は消えていた。

　物音に目覚めたイカリと夕顔が、庭に出ると既に煙は収まり勧真がしきりに目をこすりながら言った。

「イカリ、あの薬はないか。目が痛む」

「もっているが、これを使うほどのことではない。水で洗えばよい」

「痛くてたまらん」

「そうは、いかぬ。これは、痛みは引くが治るわけではない。むやみに使えば、頭がおかしくなる」

「ええい。もうよいわ」

　勧真は、そう言うと家の中に入っていった。

　成村は、イカリと夕顔に勧真が言っていた事と砧が消えたことを伝えた。夕顔には、それが天月の裏の手下である月影だと気が付いた。夕顔自身は、会ったことはないが幻術を使い闇にまぎれて暗殺することを得意としていた。しかし、ここに暗殺の対象となる人物などいない。成村は、砧が残した櫛を見つめて言った。

「いったい、あれは何が目的だったのか」

「さあ、私にはわかりません」

　朝、砧の姿ないことに気づいたサンとロクが、成村のところにやって来た。

「砧、どこへ行った」

　成村は、砧の櫛をサンとロクに渡して言った。

「砧は、用が出来て家に戻った。これは、おまえたちに渡してくれと言っていた」

　サンが櫛を手に取ると、ロクが寂しそうに言った。

「もう会えないのか」

　成村は、ロクの肩を掴み、

「砧が好きか」

　サンとロクが同時に肯いた。

「そうか、おまえたちに砧を思う気持ちがあれば、また会えるだろう」

「成村殿、勧真に客人が」

　夕顔の声だった。成村がふりむくと、僧の姿をした男が立っていた。

「成村殿、報春と申します。」

　そこへ勧真とイカリがやって来た。成村は、夕顔にサンとロクを預けると、畑に向かって歩き出した。イカリたちが後をついて行くと、畑の中央で止まった成村が言った。

「報春とやら、全て知っておる。何をしに来た」

「はい、頼通が鷹狩りに出ました。もはや来春まで、宮中から出ないと思うておりました。この機に警護の者どもを見ておくのも良いかと知らせに来ました」

　勧真は、イカリを見て言った。

「イカリも見ておくか。クニへの土産話しになるぞ。直に姿が拝めるわけではないが、母布を透かして影ぐらいは見えるだろう」

「見てどうなる。」

　勧真は、昨夜のことを引き合いに出し、

「あの砧が、倉井の堂剣の手下だとすれば、頼通の近くに糸を引いている者がいるかもしれぬ」

　平安京を見下ろす鷹ヶ峰には、風に吹かれる色とりどりの母布がはためいていた。紫野から見あげれば、それは天女の衣のようだった。

　勧真の執拗な要請に根負けしたイカリは、夕顔を伴い鷹狩を見ることにした。それを聞いたサンとロクも、後をついて来たのだった。

「あのような綺麗な布は、みたことがない」

　ロクがそう言うと、報春が答えた。

「無駄な美しさだ。様子を見てくる。皆は、待っていろ」

　そう言って歩き出した報春に、勧真が声をかけた。

「あまり無理をするな」

「僧に手は出すまい。」

　報春は、丘を迂回しながら、母布の向こう側に姿を消した。しばらく待っていたが、報春は戻らなかった。勧真は、報春のことが気になり、衣に隠した短剣に手をかけて言った。

「もしや、捕まったのではないか」

　夕顔は、サンとロクに、

「何かあれば、一乗寺まで走れ。成村殿の屋敷に戻ってはならん。西春殿が助けてくれよう」

　サンとロクは、黙って肯いた。勧真は、報春がたどった道筋に沿って歩き出したが、イカリは逆の方向に向かおうとした。

「イカリ、何処へ行く」

「そっちは、風上。母布の中から、丸見えじゃ」

「しかし、報春がこっちにいるかもしれぬ」

「好きにしろ」

　イカリは反対側に歩き出した。夕顔、サンとロクは、イカリに従って後を付いていった。丘の向こうに勧真の姿が消えたかと思うと、数人の足音が聞こえた。

「逃げろイカリ」

　イカリは、槍を構えて待ち構えた。そこへ、剣を持った男が二人現れた。そして、一人が勧真を捕まえると、もう一人がイカリに襲いかかったが、イカリが突き出した槍が男の歩みを止めた。男は、ひるみながらも威厳を保つために大声でどなった。

「何者じゃ。逆らうと命はないと思え」

　イカリは、黙ったまま何も答えなかった。すると夕顔が、イカリの横に並んで男に言った。

「我らは、猿楽巳の天月の一座の者」

「それが、こんな槍を持ち何をしておった。」

「槍は、舞いの道具。ごらんあれ、通常の槍とは形が違います」

　イカリは、槍を横にして言った。

「ほれ、ようく見るが良い」

　男は、ゆっくりと槍を眺め、

「うむ、たしかに違うな」

　そう言って剣を鞘に収めた。そして、仲間の男に命じて勧真を開放した。

「まあ、良い。早々に立ち去れ」　

　イカリたちが、戻るためにふりかえると、夕顔の腰に刺した笛が、男の目に止まった。

「まて、その笛を見せてみろ」

　夕顔が笛を抜いて、見せようとすると、二人の男が剣を抜いた。

「やはり、おまえたちは、朝廷に逆らう者の一派であるな」

　勧真が短刀を抜き構えた。しかし、男があざ笑うように言った。

「そんな刀と、舞いの道具で勝てると思うか」

　一人が夕顔めがけて切り掛った。夕顔は身をひるがえし笛で男の頭を打った。男は、そのまま前に倒れ気を失った。残った男は、仲間を呼ぶために母布めがけて走りだした。それを見た勧真が、イカリに槍で仕留めろと命じたが、

「ほっておけ、それよりここを去ったほうが良い」

　そして、イカリはサンに言った。

「サン、おまえの韋駄天を発揮してもらう。おまえの早足で、成村殿にこのことを伝えろ。これから、わしらは一乗寺に向かう。そこで、おまえを待つ」

　サンは、大きく肯き走り出した。勧真は、サンの後ろ姿を目で追いながらイカリに言った。

「勝手にしおって、誰が一乗寺に行くと言った」

　イカリは、倒れている男の剣を拾い、遠くに投げた。

「さあ、行くぞ」

　イカリの号令にロクと夕顔が歩き出すと、勧真がイカリに向かって言った。

「イカリ、わしの言うことがわからんのか」

　イカリは、振り向くと槍を勧真の喉元に突き出して答えた。

「おまえの言うことを聞いていては、命がいくつあっても足らん」

「なんだと、わしのやり方が悪いと言うのか」

　イカリは、槍を勧真の胸の前で止めて言った。

「話している暇はない」

　イカリと夕顔は、勧真を置いて一乗寺に向かった。しぶしぶ、勧真も後に続いた。

　サンは、一人成村の屋敷に向かって走っていた。その途中、風が強くなり雨が降り出したが、雨宿りをすることもなく、飛沫を上げて懸命に走った。着物が濡れて重くなっていく。苦しくなり、胸から上に血が昇る。肩がつまり、吐きそうになるが、唾を何度も飲み込んで絶えた。いつもなら、ここで立ち止まるのだが、サンはなおも走り続けた。帯を取り濡れた着物を走りながら脱ぎ捨てた。そして更に速度を上げた。すると急に体が楽になった。こんな経験は、はじめてだったが、快調に走り続け、思ったより早く成村の家に着いた。

「たいへんだ。勧真がへまをやった」

　成村が玄関に出るとサンが裸で立っていた。

「なんじゃ、その格好は。さあ、入れ」

　成村は、サンの体を自分の着物で包んだ。

「火に当たれ」

なり村はサンをカマドの前に連れて行った。成村は、猪の肉を蒸すために湯を沸かそうとしていた。その釜から、ぬるい湯を手桶でサンの頭からかけた。

「水、水が飲みたい」

　成村は、柄杓で湯をすくいサンに渡した。サンは、一気に飲み干し、

「勧真がイカリの言うことを聞かずに、風上から母布に近づいて、正体がばれた。みな一乗寺に逃げた」

「それは、わかったが、おまえは何故裸じゃ」

「ここから、真っ直ぐ北にいった低い丘から、ずっと走って来た」

「真っ直ぐ北じゃと。おまえ、鷹ヶ峰から走ってきたと言うのか」

　サンは、裸の胸を張り、

「足が速いのが取り得、誰にも負けん。一乗寺でイカリたちが待っておる。急いで行かねば」

　成村は、サンの体を拭きながら、

「そう慌てるな。わざわざ、わしに伝えろと言うたのは、わけがあってのことじゃ。おまえは、肉が蒸しあがるまでゆっくりしていれば良い」

　成村とサンは、蒸し上がった肉を竹筒に詰め、蓑をまとい一乗寺に向かった。成村の背には、弓矢とイカリが持ってきた本を入れた皮の袋。サンの背には、竹筒があった。

　雨に煙る都大路は、人通りが途絶え、聞こえるのは雨の音と二人の足音だけだった。右京から左京へ都を横断した二人は濁った鴨の流れにそって北に進んだ。蒼く居並ぶ北山の峰が、行く末の暗雲に霞んでいた。

　　　　　　　　　五

　都が眼下に広がる瓜生山の山頂、天月と月影がいた。

「イカリたちは、遠瀬に向かいました。成村は、同行せず戻りました」

「おまえも後を追え」

　月影は、天月の命令に黙っていた。

「どうした。聞こえなかったのか」

「いいえ、なにゆえ遠瀬を取らねばなりませぬ」

「おまえが気にかけることはない」

　峠から見る遠瀬は、雨に洗われた深緑に包まれ、静かにイカリたちを迎えてくれた。遠瀬は、何も変わっていなかった。蔵ニは、一行を快く迎え勧真、西春に小屋を与えた。サンとロクは、蔵ニとナナミが面倒をみることになった。そして、夕顔はイカリと住むことになった。

　その夜、蔵ニの家に呼ばれたイカリと夕顔は、そこで都で笛を吹いていた男と再会した。名は、利光。利光は、都落ちを機に姓を捨て遠瀬に身を埋める決心をしていた。

「そのせつは、イカリ殿に助けてもらい感謝しております」

「礼には及ばないが、元気でなによりじゃ。どうじゃ、遠瀬は」

「ここに身を埋めるつもりですが、なにぶん狩りも畑仕事も不慣れなこと。役にたてるかどうか」

　蔵ニは、利光の肩を叩いて言った。

「利光は、これから役にたってもらう。これまでの言い伝えを文字として残してもらう」

　翌朝、利光はイカリと夕顔の家を尋ねた。山猟師と踊り子の組み合わせに興味を引かれた利光は、将来遠瀬を背負うイカリの記録を残したいと二人に言った。

「そのようなものを残して何になる」

　利光は、筆で頭を掻きながら答えた。

「何にと申されても困りますが、後の者がイカリ殿の振舞いなどを参考にするため。というようなことに」

　イカリは、夕顔を見て、

「どうすれば良い」

　夕顔は、イカリの袖を掴み、

「害はないと思います」

　そう言って笑った。

「よし、夕顔が良いのなら話して聞かそう。しかし、二つ頼みがある」

　利光は、襟を正してイカリの言葉を待った。

「わしらのことは、カナで書いてもらいたい」

　利光は、少し戸惑ったが、

「わかりました。二つ目は」

　イカリが二つ目の頼みを言おうとすると、夕顔が家の隅にある籠から弓の本を取り出してイカリに渡した。

「これじゃ、これに成村殿がカナをふってくれたが、まだ全部カナを習う前に都を離れてしまった」

「承知しました。字を教えろということですね」

　イカリは、肯くと立ちあがった。

「これから、狩りの下見に行くが付いてくるか。道々話して聞かそう」

　イカリは、夕顔と利光を連れて山を登った。舞いで鍛えた夕顔は、身軽な体を利して木立を掴みながら、なんなく登って行ったが、都で育った利光は、不慣れな獣道にときおり足を取られ何度もイカリに助けられた。

 イカリは、山の中腹に指しかかると、歩きながら草を分けたり、土を掴んでは捨てたりしている。その動作を不思議に思った利光が言った。

「イカリ殿、茸でも探しておいでか」

　イカリは、足元の土を掴み利光に見せて言った。

「これは、鹿の糞」

　そして、先を指差して、

「ほれ、あそこにも。ここを鹿が良く通る」

「それでは、糞を辿れば鹿がいると」

「いいや、そうとも限らん。ここで、しばらく様子を見よう」

　イカリは、利光と夕顔に藪に身を潜めるように言うと、槍を夕顔に渡して木に登った。利光は、疲れていたこともあり、柔らかい草の上に座り込んだ。イカリが太い枝に座ったのを見計らって、夕顔が槍を差し出した。

「私もそこへ」

　イカリは片手で槍を掴み、もう片方の腕で少し上の枝をしっかりと握った、夕顔は槍を手がかりに木の幹を垂直に歩くように登った。枝の上からは、それまで見えなかった川が見えた。

「あそこに川が」

「あれを上流に茜村がある」

　利光がイカリを見上げて言った。

「茜村のことは、聞きいております。倉井のものに焼き討ちにあったと」

　夕顔もそのことを知っていたが、その不幸がなければイカリと再会し、こうして傍にいることはなかった。何か話そうと思っても、夕顔には言葉が見つからないまま、うつむいているとイカリが夕顔の肩を叩いて言った。

「鳶がいる」

　イカリは、槍を遠くにある岩肌に向けた。夕顔がその先を見ると、ツガイの鳶が岩の前を旋回していた。

「何かある」

　イカリが頭の上の枝に上がろうとすると夕顔が、

「上の枝は細い。折れるかもしれません。私が上がります。持ち上げて下さい」

　イカリが夕顔を上の枝に持ち上げた
「鳶が舞う下に、長刀を持った男が三人います」

　利光は、夕顔に向かって言った。

「鎧は、着ているか」

「はい」　

イカリは、夕顔に手を伸ばして言った。

「様子を見に行く」

　三人は旋回する鳶を目標に山を降りた。川向こうに三人の男が座って休んでいる。イカリは、利光にこのことを蔵ニに伝えるように言うと、相手に見つからないように夕顔と前に進んだ。

　水際の藪に身を潜めたイカリは、夕顔を庇うように肩を抱いた。夕顔は、イカリの腕の中で懐の小太刀を握り締めた。

「都の者か」

「いいえ、見たこともない鎧です。それに長刀の作りが雑。およそ都の物とは、思えません。」

「そうか、やはり倉井の者か」

　三人の男は、何かを待っている様子で、いっこうに動こうとしなかった。夕顔は、力を入れて握っていた小太刀から手を放し額の汗を拭った。ふとイカリを見ると、顎から汗が落ちる。夕顔がその汗を拭ってやろうとすると、川下から声が聞こえた。

　二人は声がする方向を見た。利光が三人の男の仲間と思われる者に捕まっていた。川を渡り仲間のところに連行された利光は、後ろ手に縛られ跪いた。

「相手は、四人か」

　男たちは、利光をこづきながら、問いただすような動きをしていた。利光の口は、真一文字に結ばれ屈辱に耐えていた。口を割らない利光は、川面に引きずられ顔を水に漬けられた。

「このままでは、利光殿が殺されてしまう」

　イカリは、何度も水に漬けられて苦しむ利光の姿を見ながら黙っていた。

「イカリ、なんとかしないと」

　対岸の大きな岩に目をつけたイカリは、急いで着物を脱ぎだした。

「着物を脱げ」

　夕顔が言われるままに急いで脱ぐと、イカリが自分の着物を着せた。そして、イカリは対岸の岩影の土砂に向かって槍を投げた。槍は湿った砂地に音も無く突き刺さった。

「騒動が始まったら、遠瀬に走れ」

　イカリは、そう言うと夕顔の着物を頭から羽織、対岸の岩に向かって音を立てないように進み出した。川の中ほどまでくると、膝の上までの深さがあった。岩まであと少しというところで、イカリがわざと水しぶきを上げた。男たちの手が止まった。

「女じゃ。こいつ、連れの女を庇い黙っておったのじゃな。」

　男たちは、長刀を放りだしイカリの後を追った。イカリは、岩に隠れると夕顔の着物見えるようにして敵を待った。近づいてくる敵が立てる水音に合わせて、着物を巻きとっていく。

　着物が完全に見えなくなると、慌てた敵の一人が岩苔に足を取られて倒れた。他の三人も水を吸った着物が重くなり、思うように進めない。敵の歩調が狂い、やっと一人目が岩に辿り着いた。

　そして、着物を追っていくとイカリの拳が敵の顎を捉えた。不意を突かれた敵は、木が倒れるように砂地に身を沈めた。イカリは、失神した敵から刀を取り上げ、槍を構えて岩陰から飛び出した。

　敵は、不意を突かれ慌てて刀を抜いたが、イカリの槍が最初の敵を捕らえた。槍は、胸に刺さり肺から逆流した血が口から溢れ、その男は倒れた。後に続いていた男は、返り血を浴びたイカリの姿に震えながら刀を構えていた。

　その後方では、一番遅くなった男が既に逃げるために、利光がいる所へ向かっていた。イカリが震える男を睨みつけると、男は水の中へ後ずさりしていく。そして、イカリが槍を構え大きく振りかぶると、男は身を屈めた。

　イカリが放った槍は、男の近くをかすめ逃げる男の背中に刺さった。イカリは、身を屈め震える男の傍に寄って言った。

「刀を捨てろ、命乞いをする者は討たぬ」

　男は刀を捨て伏せたまま動かなかった。イカリは、その男が持っていた縄を使い縛ると、岩陰で失神してい男が目を覚ました。目覚めた男は、腰に手を充てて刀を探したが、

「刀は、ここじゃ。」

　イカリが、そう言うと縛られた男が言った。

「逆らうな、命は取らんそうな」

　イカリは、もう一人も後ろ手に縛り、利光が倒れている所を見た。既に夕顔が利光の縄を解き、彼女には大きすぎる着物を引きずりながら、こちらに向かっていた。その後では、利光がイカリの槍を倒れた敵から抜き、その槍を天に翳した。

　イカリは、近くに来た夕顔に、

「遠瀬に走れと言うたのに」

　夕顔は、着物の袖を広げて答えた。

「こんな大きな物を着て、どうやって険しい山を走れと」

　そう言って笑う夕顔の胸元にキジの羽毛の玉がゆれていた。

イカリは敵に向かって言った。

「ここで何をしていた」

敵の一人が、イカリに向かって言った。

「遠瀬の隠れた畑を探し出し、ある男を討てと命じられた」

「ある男、それは誰じゃ」

「遠瀬のイカリという者。そいつを探していた」

「イカリの顔を知っているのか」

「知らん。あの男を捕らえて、イカリの居場所を聞き出そうとしていた」

　イカリは、大きく息を吸い、胸を張って言った。

「探すことはない。わしがイカリじゃ」

　捕らえた二人は、丹後の国司の圧制に苦しむ荘民だった。法外な課税に耐え切れず、朝廷に訴えるために解状をたずさえて国を出たのだが、裁定は問題なしとつき返された。行くも戻るも苦しみに変わらず、山をさ迷っているうちに堂剣の手下に出会い、そのまま盗賊の配下になった。もともと農民だった二人は、蔵ニの前に引っ立てられると、簡単に口を割った。

　堂剣は、僧に成りすまし朝廷や各地の国司の目をかいくぐり、盗みや強盗を繰り返していた。それだけなら、たんなる盗賊なのだが、二人は一度都に使いにやらされたことがあった。

　命じられたとおり、堂剣の書簡をある屋敷に届け、返書を持ち帰っただけなのだが、そのことは堂剣が朝廷か官職にある者と通じていることを意味している。

　イカリを狙ったのは、倉井での闘いの中で堂剣の息子が命を落とした。その敵討ちのためだった。イカリを討てば、褒美が待っていたのだが、イカリと対戦した二人は、二度と襲うようなことはしないと誓った。それを黙って聞いていた利光が、二人に向かって言った。

「出世の道を絶たれた貴族が、道を変え盗賊と結託し富みを肥やそうとしている。おまえたち、その者の手足に過ぎぬ。そのために人の殺め、盗みを働き罪もない者を貶める。元は、大地に根ざした民だったのであろう」

　二人が、力なく頭を垂れると、蔵ニが二人の肩に手を置いて言った。

「どうじゃ、遠瀬で暮らすか」

　二人は、しばらく考えていたが、顔を見合わせ頷くと一人が言った。

「慈悲には、感謝の極みですが、許されるのならば、国の田畑を肥やしたいと思います」

「よかろう」

　蔵ニは、二人に三日分の食料を与えて放してやった。その後、蔵ニはイカリをはじめ遠瀬の各村の有力者を集めて言った。

「堂剣の狙いは、弥平の畑じゃ。まだ、場所は知られておらぬ。ただし、一斉攻撃も考えられる。その時期は、稲穂が垂れる頃。皆、田の仕事で急がしいであろうが、鍛錬を怠らぬように」

　さらに蔵ニは、利光にイカリが持ち帰った書物を読み、その製法を探るように伝えた。

　本格的な梅雨に入り、猟師たちも見張り番以外は田植えに駆り出されていた。倉井も同様、しばらく攻撃をかける気配がなった。夕顔も最初は田植えを手伝っていたが、足手まといになるために、親が働いている間の子守りをするように蔵二が命じた。

　遠瀬の大人たちは、夕顔の容姿とくに青い目に違和感を持っており、子を預けるのを嫌がった。しかし、とうの子供たちは、夕顔が見せてくれる動物の真似をした舞いに歓声を上げた。

　すっかり遠瀬になじみ、本来の使命を忘れそうになっていた。その日もいつものように一日が終わろうとしていた。それぞれの家に子供たちを帰した後、見張りに出ていたイカリを迎えにいくために峠を登りはじめたとき、茂みの中から、聞き覚えのある声が聞こえた。

「夕顔」

「砧か」

　夕顔の呼びかけを茂みの声は、無視して言った。

「遠瀬の様子を伝えろと」

　夕顔は、茂みに向かって言った。

「倉井の襲撃は、静まっている」

「隠れ畑を突き止めよ。それが、新たな指示。わかったな、十日後にまた来る」

　風のような音が茂みから聞こえると、夕顔は大きな声で言った。

「砧、傷はもう良いのか。サンとロクが、心配していた」

　聞こえたかどうか、砧の忍び足は音もなく光もない。辺りに目を凝らして見ても、気配がまったく無かった。

「夕顔」

　イカリの声だった。既に峠から降りて来ていた。

「迎えに来てくれたのか」

　夕顔は、砧のことを秘め笑顔でイカリを迎えた。

「はい、待ちきれなくて、参りました」

　夕暮れの空には、茜色の雲が流れ、鳥たちが巣に戻って行く。鳥の鳴き声に導かれるように、二人の影が林道に伸びる。砧は、その姿を見ながら唇を噛み締めた。成村邸での失態により、間者から使い走りへの降格。夕顔は、砧の傷を気遣うほどの余裕。小娘に引けをとったことは、砧の威信を大きく傷つけた。砧は、懐に忍ばせた短刀を少し抜き、力を入れて鞘に差し戻すと峠に姿を消した。

　遠瀬のクニ亜麻村。四方を山脈から枝のように伸びた尾根に囲まれ、田もなく小さな小屋が数件あるだけだった。他の村に通じる道もなく、亜麻村に行くには尾根を超えるしかなかった。それを囲む西の尾根の向うには、焼き討ちにあった茜村がある。

　田植えが終わると、イカリは夕顔を伴って茜村にいるユウの祖母を尋ねた。

「婆さま、元気にしとるか」

　入り口からイカリが声をかけると、祖母が奥から這うように出てきたが、夕顔のことを無視するように、

「イカリかい。よう来てくれた」

　そう言いながらも、祖母の顔は少し見当はずれ方向を向いていた。夕顔が首をかしげると、イカリが言った。

「婆さまは、目が見えぬ」

　すると祖母が、

「誰か一緒かい」

　夕顔は祖母の手を握った。

「夕顔と申します」

　祖母は、夕顔の手から腕、肩の順に触れて言った。

「立たせてくれるか」

　夕顔が抱き上げるように祖母を立たせると、イカリが傍に寄った。祖母は、気配を感じイカリに抱き、涙を流して言った。

「イカリよ。わしの目のせいで、ユウを亡くしてしもうた。まことに申しわけない。わしが代わりに死ねば良かった」

「婆さま、何を言うんじゃ。悪いのは、倉井の堂剣じゃ」

　祖母は、何度も頭を下げ、夕顔の手をしっかりと握り、

「話しは聞いておる。都の女と聞いて、頼りない女と思うておったが、腕も肩もしっかりと肉がついておる」

　そう言って笑みを浮かべた。そして、イカリの方を向くと、

「よう来てくれた。亜麻の帰りにまた寄ってくれるか」

「おう、そのつもりじゃ。新しい薬を持って来るからな」

　イカリは、そう言うと夕顔を伴って祖母の家を出ようとした。すると祖母が、

「夕顔、イカリの傍を離れるでないぞ。火の中、水の中でもな」

　夕顔は、深く頭を下げると、

「はい、心に刻みおきます」

　亜麻への道程は、道らしい道もなく、夕顔にはイカリが何を目標に歩いているのか、全く分からなかった。視線を上げて周囲の尾根を見たが、どれも同じように見える。登り下りを繰り返しているうちに、空も見えないほど木が生い茂る森に入って行った。その森を進んで行くと、一箇所だけ明るいところが見えてきた。

「弥平じいじゃ」

　イカリが指差した方向をには、木漏れ日の中に所々淡い紅色の花が咲いている畑があった。花の茎は夕顔の肩の高さほどもある。どれも同じ花だったが、ほとんどの花が頭を垂れ握り拳ほどの実が付いていた。弥平は、その実から滴る白い液体を器で受けていた。

「よう来たな、夕顔。少し待っておれ、いま手が放せん」

　イカリは、弥平の邪魔にならないように夕顔を連れて、畑の傍にある小屋に入った。その小屋には、白い液体が入った小さく平らな器がいくつも並んでいた。

「これは、いったい何」

「弥平じいの薬だ。痛みを押さえ、恐怖を取り除く」

「万病に効く薬ですか」

「いいや、効くわけではない。苦しみを取り除くだけじゃ。山中で怪我をしたとき、助けがない場合に使う。痛みを止め、歩けるようになるが。傷は治らぬ。それ以外は・・・」

「他に使い道が、あるのですか」

　イカリは、少しためらったが、

「ユウの婆さまの病は、治るみこみがない。先ほどは、元気なふりをしていたが、薬がないと苦しみもだえる。どのみち助からぬのなら、楽に死ねるようにと」

　夕顔は、腕組みをして首を何度か傾げると、

「それは、薬ではないような気がします。薬より、むしろ毒というのが正しいような」

　イカリは、夕顔の瞳を見つめて言った。

「そのとおり、毒じゃ。毒気を上手く使い、痛みを止める」　

　夕顔の顔から血の気が引いていく。楽に死ぬ薬。このような物が、盗賊の手に渡ればと思うと、背筋に寒いものを感じる。

「どうした、顔色が悪い」

　イカリは、そっと夕顔の肩を抱いた。

「イカリ、このような物を堂剣、いや、誰にも渡してはなりませぬ」

「そのとおり、毒を解き放つことは、何があっても止めねばならん」

　夕顔は、イカリの胸にそっと手をあて、

「なぜにこのような大事なことを、私のような新参者に」

「おまえは星の下で、わしに心を許した。わしも夕顔に心を開く。これを見せたのは、その証し」

　夕顔の青い瞳が、濡れている。

「私のような浮ついた者に、イカリのような正しい心の持ち主は、もったいないと思うております」

　イカリは、夕顔の溢れる涙をそっと拭い、

「もったいないとは、それはわしのほうじゃ。夕顔は、日輪を地に降ろすほど美しい。わしのような山猿には、似合わぬと思うが、おまえは付いてきた。堂剣の手下との闘いでも、逃げなかった。まこと、身も心も美しい」

　イカリは、じっと夕顔の瞳を見つめた。透き通った青い瞳が、より熱く見つめ返していた。そして、夕顔の口がゆっくりと動き、

「ほし、星に、手が、届いた、ような」

　小屋の外にロクの声が聞こえた。イカリが小屋の戸を開けると、ロクが夕顔にかけより背中に仕込んだ木の棒をとりだした。

「これは、夕顔のために作った」

　夕顔がそれを受け取ると、木製のわりには妙に重い。それに端から一握りのところに切れ目があった。そこを握り、剣を抜くようにすると、中から尖った鉄の棒が出てきた。

　夕顔が首を傾げて考えていると、イカリがそれを掴んで言った。

「これは、打撃用の剣。切ることは、出来ないが、刃がこぼれることもない。しかも、先が軽い。護身には、程よいかもしれぬ」

　ロクは、夕顔の手を引いて言った。

「夕顔、わしと剣の鍛錬をしよう」

「ええっ、私がロクの相手を」

「そうじゃ、イカリは強すぎて、どうにもなら。」

　夕顔は、わざと頬を膨らませて言った。

「なんですか、私になら勝てると思うか。ならば、容赦はせん。いざ、尋常に勝負じゃ」

　そのとき、茂みからサンが木の棒を持ってやってきた。それをロクが受け取り、夕顔に向かって構えた。夕顔も応戦の態勢に入った。

「ロク、遠慮するな。おまえに打たれるほど、夕顔はのろくはない」

　イカリの言葉は、真実だった。何度ロクが打ちこんでも、舞うように夕顔が身をひるがえす。

「ロク、よう見て打て。動きを読まんか」

　焦るロクは、次第に疲れ腕が上がらなくなっていた。

「夕顔、もう決めてやれ」

　イカリの声を待っていたかのように、夕顔が鉄の棒をロクの喉めがけて突いた。棒の先端は、ロクの喉の手前で止まった。夕顔は、恐怖に引きつるロクの顔を睨んで言った。

「まいったか、ロク」

「は、はい、まいりました」

　イカリは、ロクが持っている棒を手にすると、

「槍を持つか、ロク。狩りにも必要なものだ」

「イカリが槍を教えてくれるのか」

「ああ、そうじゃ。これから、おまえたちの槍にする木を取りに行こう」

　するとサンも教えろと言い出したので、皆で木を取りに行くことになったが、そこへ弥平が壷を持って来た。

「おい、皆行くと手が足らん。だれか、手伝いに残れ」

「では、私が残ります」

　夕顔がそう言うと、イカリとロク、サンが森の中へ入って行った。

　弥平は、小屋に入ると液が入った壷を夕顔に渡し、小さな器に分けるように指示した。そして、もう一度畑に戻り、今度は実がいくつか入った籠を抱えて戻った。そして、囲炉裏に大きな鍋をかけ、湯を沸かすと実を入れた。

「そっちが終われば、この鍋をときおり混ぜてくれ」

　弥平は小屋を出て行った。液を移し終えた夕顔が、鍋にシャクを入れて混ぜていると、外で小槌の音がする。その音が止まると、弥平が巾着袋を持って戻り、すり鉢に袋の中身をあけた。

　袋から出たのは、茶褐色の粒だった。弥平は、それを丹念に擦り棒で砕き、実の煮汁を入れ、粒を溶かしていった。

「それは、なんですか」

　弥平は、すり鉢の中の液体に指を漬け少しなめてから答えた。

「これは、トキ、ユウの婆さまの薬じゃ。これにイタドリを加えて出来あがりじゃ。後で壷に入れておく、それをイカリと茜村に持って行ってやれ」
「はい、承知しました」
　弥平は乾燥したイタドリの根を刻んだものを液体に加え、さらに擦りこんだ。

　　　　　　　　　

　イカリと夕顔が亜麻から帰ると、利光がしゃがみこんで壷を覗いていた。壷の中には、水があり蛙が泳いでいた。

「何をしておる」

　　利光は壷に箸を入れて答えた。

「ほれ、蛙が箸に登ろうとするであろう」

「それが、どうした」

「じきに雨が降る」

　

　利光が言うとおり、その日の夜、雨が降った。翌朝、イカリは利光のところを訪ね、壷の中を覗いた。

「確かに雨になった。今日は、どうじゃ」

　蛙は、水に浮かんでじっとしいた。

「利光、こいつ腹が減っておるのじゃろう」

「そうではあるが、餌を食わぬ。病にかかったのであろうか」

　イカリは、腕組みをして言った。

「死んだ餌を与えようとしたのでは無いのか。蛙は、動く物しか食わんぞ」

「そ、そうなのか」

「待っておれ」

　イカリは、利光を置いてしばらく戻らなかった。そして、小さな布袋を持ち帰り、袋の中身を壷にあけた。袋から、弱った蝿が数匹飛び出し、壷の中ふらふらと飛んでいる。蛙が、次々と蝿を食っていく。

「よしよし、ときどき持って来てやる。利光、この次、蛙が箸を降りたら狩りに行くとしよう」

　いつのまにか、イカリの背後にサンとロク、夕顔も来ていた。利光が、蛙のことを三人に説明すると、サンとロクが自ら世話係りを申し出た。

　ロクは、持ち前の手先の器用さを発揮し、木で小さな三段の階段を作った。それに石をつけて、壷の水の中に沈めた。

　しかし、せっかくの階段も連日の雨で、蛙が登ることはなかった。毎日蛙を見にくるサンとロクは、

「ぜんぜん降りんな」

「また明日も雨か」

　二人の会話を聞いていた利光が、

「稲が水を吸うこの時期に、雨が続くのは良いこと。そのうち晴れる日もある。せっかくの雨、外に出てもしかたないであろう。字の練習をしようではないか」

　それから数日後、ロクが作った階段から蛙が降りる日が来た。その翌朝、雨は止み五月晴れの空が広がった。約束どおりイカリは、ロクとサン、夕顔を連れて狩りに出かけた。狩りとは言っても、イカリが仕掛けた罠を見て周るだけだったが、イカリはロクとサンに弓を教えながらの道中だった。収穫はなかったが、連日の勉強に疲れていたサンとロクには、ちょうど良い休息となった。

「明日も晴れると良いが」

　そう言いながら、壷を覗いたロクは、にやりと笑った。また蛙が階段から降りていた。ロクの期待どおり、翌日も晴れた。次の日も晴れ。三日、四日と雨は降らず。五日目に少し降ったが、また晴れの日が続いた。十日過ぎ、ついに半月も雨が降らなかった。

　サンとロクは、毎日蛙を見にいったが、いっこうに階段上にいた。村を流れる小川から引く水も、しだいに水量が減り、溜池も底が見えるほど水量が落ちた。二十日が過ぎ、村の者に苛立ちと無用の疑心を与えた。

　村の者の中には、夕顔と利光が疫病神を連れてきたと言い出す者もいた。最初は、イカリや夕顔に聞こえないように言っていたが、日毎に声が大きくなり、川の水が全ての田に水を供給できなくなると、村の者の苛立ちがつのり、蔵ニですら押さえられないようになった。そこで、蔵ニは利光と夕顔、イカリを自分の家に呼んだ。

「噂は、聞いておるな。利光と夕顔が、この村に災いをもたらしていると口の悪い者が申しておる」

　夕顔は、イカリの手を握り、じっと聞いていた。

「しばらく身を隠してはどうか。西春が近江の寺に案内すると申しておる」

　利光は、笛を取り出して言った。

「荷物は、これだけであります。騒ぎが治まるまで、どこへなりと参ります」

「夕顔は、どうじゃ」

　夕顔が答えようとすると、イカリが蔵ニにつめよって言った。

「わしは、このようなことを許さん。このクニは、誰のものでもない。ここを頼り、ここに住み働く者。皆、同等じゃ」

　蔵ニは、イカリを睨み返して言った。

「そのとおりじゃ。しかしな、このままでは治まりがつかぬ。一時のこと、少々の我慢じゃ」

　イカリは、蔵ニの家の外にいる村の者たちに聞こえるように大きな声で言った。

「夕顔がいなければ雨が降るのならば、夕顔がここに来る前に遠瀬は洪水で流されているはずじゃ。もし、夕顔と利光が去った後、さらに日照りが続けば次は誰を追い出す。サンかロクか。ならば、皆どこかへ行けばよい。そうすれば、雨が降るであろう」

　そこへ、サンとロクが顔を出して、イカリに合図を送った。それを見たイカリは、蔵ニを睨みながら大きく息を吸い、

「利光、立て。笛を持ち表へ出ろ。夕顔、あれを皆に見せてやれ」

　夕顔は力強く、

「承知」

　と言うと外へ出た。家の外には、村の者が数人様子をうかがっていた。夕顔の後にイカリが立ち、村の者を睨んでいる。

「利光、夕顔の舞いに合わせて笛を吹け」

　イカリがそう言うと、利光は座って笛を口に付けた。

「夕顔、日輪の女王を」

　夕顔は、短刀を天に差し出した。陽の光が刃に宿り、眩い光を放つと、大きく腕を振った。利光は、夕顔が動く速度に合わせて旋律を奏でる。笛の音が村中に響き、一人また一人と見物人が増えていった。夕顔が舞うと、刃の光が人々の間を駆け巡る。激しい舞いは、風を呼び草木がざわめく。

　夕顔は、大きく飛びあがり、短刀を地面に突き刺した。笛の音も止まり、風の音だけが村を包んだ。日輪は流れる雲に遮られ、その雲が去るともう一度夕顔を照らした。夕顔の胸が大きく動いている。イカリは、夕顔の傍に寄り彼女を抱き上げた。そして、夕顔とイカリは西の空に手を伸ばした。

「あっ、雨」

「あっ、雨」

　ロクとサンの声だった。西の空にある雨雲から、風に乗った雨が遠瀬に届いていた。ぽつり、ぽつりと雨が増えていく。太陽が雲に遮られ、大粒の雨が降り出した。イカリは夕顔を肩に乗せた。イカリの肩の上で彼女は大きく腕を広げ、雨を全身で受け止めた。

　サンとロクが駆け寄り、夕顔のように両手を上げた。利光が蔵ニに向かって笑った。蔵ニは何度も肯いて言った。

「日輪の女王か。しかと書きとめよ」

　そして、蔵ニは村人に大声で言った。

「良いか、この雨は夕顔がもたらしもの。この後、夕顔を誹謗するは天に背く事と心得よ」

　利光は、イカリと夕顔に近寄ると空を見上げて言った。

「見事な舞い。生涯忘れぬ」

　夕顔は、利光を見下ろして、

「あの蛙のおかげでしょう。そなたの手柄であります」

　イカリは、夕顔を抱えたまま雨の中を歩いた。打ちつける雨の飛沫が、二人を包み輪郭が霞んでいく。

　

女王の椅子　第一部　第一章おわり

　

　　補足　名前の由来

イカリ　和名：錨星　カシオペア座

ロク　　和名：昴　ロクチョウボシ　プレアデス散開星団

サン　　和名：サンチョウボシ　　オリオン座

西春　　和名：西春坊の星　紀州のみかん星　竜骨座の一等星カノープス
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